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第3回診療報酬調査専門組織二慢性期入院医療の包括評価調査分科会  

日時：平成21年7月8日（水）15：00～17：00  

場所：厚生労働省専用第21会議室（17階）  

議 事 次 第  

1 平成21年度慢性期入院医療の包括評価調査分科会の進め方について  

2 平成20年度慢性期入院医療の包括評価に関する調査について  

3 その他  
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診療報酬調査専門組練・慢性期入院医療の包括評価調査分科全委員一覧1  

＜委員＞  

平成21年度慢性期入院医療の包括評価調査分科会の進め方について  

平成21年7月8日  

診療報酬調査専門組織・慢性期入院医療の包括評価調査分科会  

分科会長 池上直己  
氏 名   所 属 等   

池上 直己  慶應義塾大学医学部教授（医療政策・管理学）   

泉 キヨ子  金沢大学医薬保健研究域保健学系   看護科学領域・臨床実践看護学講 
座教授   

猪口 雄二  医療法人財団寿康会病院理事長・院長   

大塚 宣夫  医療法人社団慶成全音梅慶友病院理事長   

佐柳 進  独立行政法入国立病院機構関門医療センター院長   

椎名 正樹  健康保険組合連合会理事   

高木 安雄  慶應義塾大学大学院教授   

武久 洋三  医療準人平成博愛会博愛記念病院理事長   

三上 裕司  特定医療法人三上会総合病院東香里病院理事長   

1 背景  

○平成15年3月に閣議決定された「医療保険制産休系及び診療報酬体系に関する基本方   

針について」において、慢性期入院医療については、「病態、日常生活動作能力（人Dし）、   

看護の必要度等に応じた包括評価を進めるとともに、介護保険との役割分担の明確化を   

図る」とされた。  

○これを受けて、平成15年6月より、中医協基本問題小委員会において慢性期入院医瑠   

に関する議論が開始された。その際、長期の入院患者に対する新たな支払方式を検討す   

るに当たって適切な調査データを用いる必要があるとされたことから、新たに調査専門   

組織を設置することとなり、当分科会が発足した。  

○当分科会は、中医協基本問題小委員会の付託を受け、平成15年から17年にかけて慢性   

期入院医療の包括評価を行うための調査及び検討塵行った。  

○そうした検討を実施していた平成17年に、医療制度改革に関する議論が開始された。   

同年12月に発表された医療制度改革大綱において、「慢性期入院医療等の効宰化の余地   

があると思われる領域については、適正化を図る」とされ、医療と介護の機能分化を   

推進する観点から療養病床を転換・再編するとの方針が打ち出された。また、後述のと   

おり、平成18年度医療制度改革関連法において、介護環養型医療施設が平成24年3月   

末までに介護保険施設等に転換されることとなった。  

○当分科会が調査データに基づいて提案した医療区分等による患者分類は、平成18年度   

診療報酬改定における包括支払制度の導入にあたって採用されたものの、医療区分1に   

関しては入院医療を必要としないという政策判断がなされ、診療報酬についても十分に   

はコストが評価されていない点数が設長された。このことについて、各委員からは、当  

1   

◎分科会長   ○分科会長代理  
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分科会の調査結果が適切に活用されなかったのではないかとの疑問の声が上がった。そ   

こで分科会長は、こうした声を分科会の綿として基本問題小委員会に報告した。  

○その後、平成18年から19年にかけて、当分科会は改めて実態調査を実施し、この9区   

分の患者分類自体は妥当であることを再確認した。  

2．平成21年虚業1回分科会（5月m＝こおける指摘事項  

○最後の開催である平成19年6月以来、分科会は約2年間開催されなかった。その臥   

療養廟床再編成に関する全国目標数の発表や介護報酬改定、急性期における平均在院日   

数の急激な短縮など、慢性期入院医療を取り巻く状況が大きく変化した。  

○急性期医療における平均在院日数の短縮傾向に伴い、慢性期医療を必要とする患者が増   

加するのではないか。  

○同様に、介護保険施巌において、医療処置を要する入居者が増加している。これらの方々   

を今後どこで受け止めていくのか。  

○一般病床にも、療業病床と同様の慢性期の患者が入院している実蛙があるのではないか。  

以上の護論を通じて、当分料金においても、「単に、医療療養病床における包括絆価と  

しての患者分類を環案してその妥当性等を検証するだけでなく、一般病床等との関係を含  

め、慢性期医療に係る中・長期的な課題についても幅広く鮎すべきではないか。」とい  

う点で意見の一致をみた。 一  

3．分科会としての提案   

分科会では、ます、本来の役割である患者分類の妥当性の検証とともに、各医療機関に  

おける分類の適切性及び提供されている医療サービスの賞の検証を行う。   

その上で、中・長期的な鞘として、医療療兼病床に留まらす、慢性期医療全体を横断  

的に把握し、こうした実態を踏手えて鵬し、その結果を基本問題小委員会に報告するこ  

ととしたい。  

平成20年度   

慢性期入院医療の包括評価に関する調査 集計結果  

レセプト調査   

（病院）  

○調査対象病院請求分  

○国保支払分  

【病院：国保支払分1  

平成20年度慢性期入院医療の包括評附こ関する調査  

（レセプト調査（国保支払分、病院）集計結果）   

1レセプト調査票（国保支払分、病院）の集計件数  

【調査対象病院請求分】  

平成20年度慢性期入院医療の包括評価に関する璃査  

（レセプト調査（病院）集計結果I  

lレセプト調査（病院）の集計件数  

■収集レセプト件数【国表4】  ■レセプト鯛査（病院）における収♯レセプト件数【国表1】  

じセブト件数 レセプト算定日数  

病院（医書療暮病棟、国保支払い分）  病院（匡■群書病鱒、国保支払い分）   ．  ．、 ′▲・  平成20年鹿  1之．561  3ヰ8，42a  平成柑年度  115．409  3，040．432   
病院（医療療♯病棟）   病院（匡＃頭養病棟）  

レセプト件数   レセプト算定8数   

2，980   79．148   

平成18年度（69病院）   3，126   75，092   

※平成20年度蘭董では、患者特性騨事を実施した病棟（医療療養病棟）の1ケ月分（平成21年1月分）のレ  
セプト＝ピーを収集した．平成18年よ聯査では、タイムスタディ椚査・息輔佐桝査を実施した病棟（医療  
療養病棟）の1ケ月分（平成18年11月分）のレセプトコピーを収集しブL   

2 医療区分別・ADL区分別患者分類（5区分）の状況  

※平成20年度桝査では、全国の医療療養病床の入院患者における平成21年1月の国保支払分のレセプト  
について原則として1／18の無作為抽出を行い、レセプトコピーの収集を行った．  

※平成18年度調査では、全国の医療療養病床の入院患者における平成18年10月の国保支払い分のレ  
セプトについて原則として1／2の無作為抽出を行い、レセプトコピーの収集を行った．  

■平成20年虔レセプト鯛査（病院）2009年1月（66病院、2．980件）【国表2】  

2 医療区分別・ADL区分別患者分類（5区分）の状況  

■医療区分・ADL区分別虚着分類（5区分）の状況【図表5】  

平成20年虔  平成18年庚  

医療区分  医療区分  医療区分  計  医療区分  医療区分  医ま区分  計   ロ  2  3   ロ  2  3  

，－AI）L二′ ∵  ■6．7％   
こ区分3  

1（〉．5％   

阜pL： 4l．1％   40．1％   
30＿2％  16．3％  

区分2、，  14．2％  24．9％   

区分1  7．7％  8．2％   

計十  20．9％  48．8％  30．2％  100．0％  35．4％  48．2％  16．3％・  100．0％   

※平成20年洗は平成21年1月分、平成18年よは平成18年11月分のレセプトの算定実8数による構成比。  

■（参照）患者特世属董における医療区分・ADし区分の状況【図表3】  

※平成20年度は平成21年1月分、平成18年虔は平成18年10月分のレセプトの算定実日数による構成  
比．   



r調査対象病院請求分】  【病院二国保支払分】  

3 医療療養病柵こおける患者1人1日当たり収入金額  

【国表6】  

3 医療療養病棟における患者1人1日当たり収入金敏   

∵㌧hn  

宣やぅ  ヽ」 L二ニ入院こJ  ‾こ二二ノ 二妻撒吏た    基≠軒－  や牢革    誹㌍   

、て・  ご，レセプト丁   了、八ご1し  
平成20年度調査 （12 

．561件）   

平成18年度調査 （115．409件）  12．056  1，626  746   723   15，151  17二071   

入院   

こふ、′▼ 車重20雇度調査 （66病院）＝二て ：、、r′∴「  12，883  1，510  920  88了  16，200  18．120   

平成18年注視査   13．181  1．640  638  808  16．266  柑．186   
（69病院）  入院  出来高  リハビリテ  レセプト  入院時食ヰ欄欄   基本月  基本料 等加算  部分  一ション等  請求金額  費を加えた場合  の収入  ※ 入院時食事療養費は、1食につき640円とし、1日当たり1，920円とした．  

※ 上記の収入には、差額ベッド代などの収入は含まれていない。  

※ 入院時食事療養費け、1食につき6ヰ0円とし、1日当たり1，920円とした．  

※ 上記の収入には、差額ベッド代などの収入は含まれていない。  

【調査紆象診療所請求分】  

平成20年虔慢性期入院医療の包括評価に関する調査  

（レセプト調査（診療所）集計箱果I   

lレセプト調査（診療所）の集計件数  

診調組 博一3  
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1レセプト調査（診療所）における収集レセプト件数【図表1】  

診療所数   診療所（療養病床）   診療所（療養病床）  
レセプト件数   レセプト算定日数   

72   640   15，557   

平成20年度   

慢性期入院医療の包括評価に関する調査 集計結果  
※患者特性調査を実臆した医療療養病床における1ケ月分（平成21年1月分）のレセプトコピーを収集した。   

2 医療区分別・ADL区分別患者分類（5区分）の状況  

■平成20年度レセプト調査（診療所）2009年1月（了1診療所、616件）【国表2】  

レセプト調査  

（診療所）  

ADL区分3  8．2％   
37．1％   

ADL区分2   5．3％  

34．5％   

ADL区分1  14・9％   

42．7％  52二0％  5．3％  100．0％   医療区分1  医療区分2  医療区分3  ！十                     ■ 計  

※1月分レセプトの算定英日数に上る構成比．  

■（参照）点者特性調主における医療区分・ADL区分の状潔【国表3】  

○調査対象診療所請求分  

○国保支払分  



【診療所二国保支払分】  

平成20年度慢性期入院医療の包括評価に関する調査  

（レセプト調査（国保支払分、診療所）集計結果）   

1レセプト調査票（国保支払分・診療所）の集計件数  
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■収集レセプト件数【図表4】  

診療所（療養病床、国保支払い分）  診療所（療養病床、国保支払い分）   
レセプト件数   レセプト算定日数   

935   23，538   

平成20年度   

慢性期入院医療の包括評価に関する調査 集計結果  
※レセプト調査個保支払分・有床診療所）では、全国の有床診療所のま養病床における入院患者の平成  

21年1月四保支払分のレセプHこついて原則として1／16の無作為抽出を行い、レセプトコピーの収集を  

行った．  

コスト調査  
2平成20年1月の医療区分側・ADL区分別患者分類（5区分）の状況  

■H20年度レセプト調査（国保支払分・診療所）2009年1月（935件）【国表5】  

ADL区分3  8．3％   
マ2・5％   

ADL区分2   7．8％  

3b．蕗   
ADL区分1  11．8％   医療区分1  医療区分2  医療区分3  計                     計  47．6％  44．3％  7．8％  100．0％   
※1月分レセプトの算定英日数による   構成比，  

【共通病偏】  【全病院】  

平成20年度慢性期入院医療の包括評価に関する講壬  

（コスト調査（病院）集計結果）   

1医療療養病棟における患者1人当り費用の算定   

平成20年度慢性期入院医療の包括評価に朋する調査  

（コスト調査（病院）集計結果）   

1医療療養病柵こおける患者1人当り費用の算定   

コスト調査結果に基づき、医業費用の各費目（給与費、材料費、委託費等）を「階梯式配賦」により病棟  
別費用として算定し、その後、当該病棟の延べ患者数で除して患者別1人当たり費用を求めた。算定方  

法の詳細は匪醇軋  

⊥医療療姜病棟（平成20年度及び平成18年度共通10病院）における患者1人1日当り兼用  

［国表2〕  （単位：円／人）  

コスト調査結果に基づき、医業費用の各費目（給与費、材料費、委粍費等）を「階梯式き巳賦」により病棟  
別費用として算定し、その後、当該病棟の延べ患者数で除して患者別1人当たり費用を求めた，算定方  

法の詳細は囲参軋  

■医療療養病棟（平成20年度44病院、平成18年虔69病院）における患者1人1日当り★用  

【国表1］  （単位：円／人）  

調査年度  人件費  材料費  委託費  投膏 関係書■  研究 研♯千  綾土  その他  合計書用  吏．電器鍔・  9．780  乙068  l．451  2．492  32  1．8甲  214  ．■17．840  己 ■ニ  54．8l  1l★6l  ，8．1％  14＿0ヽ  0，2％  10．1ゝ  1．21  1抑．0～  平成18年虎  8．6丁5  1．471  2，267  2．652  ．75  1．778  200  17．118   50．7l  8．6書  13．2～  15．5l  0．4l  10．4l  1．2X  100．Ol   
調査年度  人件十  材料費  芦托t  投甘 関係文  研究 研♯費  軽量  ．その他  合計費用  

10．841  1．885  1．399  1．742  a  l．527  290  17．735  

61．1％  10．6％  7．9I  9．8ち  0．3％  8．6l  1．6ち  100．Ol   
10．343  1．706  1．554  2．037  63  1，463  185  17．351  

平成18年虎  

59．6ヽ  9．81  9．01  11．Tl  0．4％  8．4l  1．1X  100．0～   

平成18年度及び平成20年度の「コス    ト隅査」結  果に基づき費用井定を行った．   ※ 平成18年度及び平成20年度の「コスト臍査」に共通する10病院を比較対象とした．  
※ 平成18年度圧平成18年11月1ケ月のデータ、平成20年度は平成20年10月1ケ月のデータに基づくもの。   

＜備考＞  

・r人件費j：給料、賞与、賞与引当金繰入額、退職給与費用など（病院長、役員含む）   

イ材料費」：牢薬品費、診療材料費、医療消耗器具備品費、給食用材料費   

イ委託費」：検査委託費、給食委託費、寝具委託費など   

イ設備関係費」：減価償却井、地代家賃、修繕費など   

イ研究研修費」：研究費、研修費   

イ経費j：光熱水葬、福利厚生費、旅費交通費、職長被服費、通信費など  

・「その他」：控除対象外消費税等負担額、本部費配賦額   

※ 平成18年射土平成18年11月lケ月のデータ、平成20年よは平成20年10月1ケ月のデータに基づくもの。   

＜備考＞   

イ人件費」：給料、賞与、賞与引当金繰入額、退職給与費用など（病院長、役員含む）   

イ材料費」：医薬品費、診療材料費、医療消耗器具備品費、給食用材料費  

・「委托軋：検査委託費、給食委託償、寝具委託費など   

イ設備関係費」：減価償却費、地代家賃、修繕費など  

・「研究研修費」：研究費、研修費   
イ経費」：光熱水井、福利厚生費、一旅費交通費、職員被服費、通信費など   

イその他」：控除対象外消費税等負担額、本部費配賦額  



【全病院】  【共通病院】  

■（参考）コスト諷査対女病院の総病床規模別施設数割合 ［国表3］  
（平成20年度44病院、平成18年度69病院）  ■（参考）コスト調査対象病院の総病床規模別施設数割合 【図表5］  

（平成20年度及び平成18年度共通10病院）  
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総病床数   

■（参考）コスト臍査対象病院の療獅棟病床規模別施枚数割合 ［国表4】  
（平成20年虔44病院、平成18年度69病院）  

■（参考）コスト調査対象病院の療養病積病床規模別施設数割合 〔国表6】  
（平成20年虔及び平成18年度共通10病院）  
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療養病棟入院基本料を算定している病床数  療養病棟入院基本料を算定している病床数  

【全病院】  【共通病院】   

2職種別人件費重み付けケア時間の算定   2職種別人件費重み付けケア時間の井定  

職種別直接ケア時間（平成18年度）に職種別の賃金の相対比（平成20年ま、平成18年産）をそれぞ  
れ乗じて職種別人件費の重み付けケア時間を算出した，   

▲職種別直接ケア時間（平成18年度調査）［国表7］  

職捜別直接ケア時間（平成18年度）に職種別の賃金の相対比（平成20年度、平成18年度）をそれぞ  
れ乗じて職種別人件費の重み付けケア時間を算出した。   

■韓種別直接ケア時間（平成18年度調査）【国表9］  

平成柑年度  

悪者分類  悪者1人1日当り職檀別直接ケア時間（分）  l撃雪）  

合t十   リハ  
スタッフ     医師  二i；三・   看護師   捕月力書  の 職穫   

医療3・ADL3  287．9  7．8  63．5  60．4  67．4  8．9  6．2   

医療3・ADL2  200，0    61．2  47．0  75．2  9，0  

医欄‖・ADLl  131．8  6．8  36．6  Z9．0  52．1  8．1  6．7   

医療2・ADL3  174．3  4．4  4g．3  44．】  69．g  6．7  8．7   

医療2・ADL2  167．4  4．4  38，8  32．3  84．0  7，9  ZO，3   

医療2・ADし】  1ほ5  4．9  2g．9  25．6  4臥9  9．2  14．6   

医震1・ADL3  169．0  3．9  41．3  37＿7  79．5  6．6  9．7   

医療1・ADL2  143．7    33．l  23．4  75．6  7，7  20．0   

医療】・ADL二l  99．6   3．7  23．9  18．5  46．3  7，2  ‘16．6   

全体   162．5  5．0  43．8  38．1  67．9  7．7  12．3   

平成18年度  

象着分強  患者1人1B当り払性別直怯ケア時間（分〉  l参考l  

リハ  
スタッフ   合計  医師  看蓋師   看護師   補助者  の 職種   

医療3・ADし3  207．9  7．8  63．5  60、4  67・タ  8．9  6．2   

医療3・ADL2  ZOO．0  7．5  61．2  47＿D  75．2    7．3   

医＃3・AD」】  131．8  6．D  36．6  29．0  52，1  8．1  6．7   

医薇2・ADL3  174．3  4．4  49．3  44．1  69．9  

医療2・ADL■2  167，4  す4  38．8  32．3  84．0  7．9  2q3   

医＃2・ADL】  118．5  4．9  29．9  25．6  48．9  9．Z  14．6   

医療1・ADし3  169，8  ．3．9  41．3  37．7  79．5  8．6  9．7   

医療1・ADL2  143．7    33．1  23．4  75．8    20．0   

医療】・ADL11  99．6  3．7  23．9  18．5  鱒・3    16．6  

全体  162．5  5．0  43．8  38．1  67．9    12．3   

■♯種別t金（平成20年度調査、平成18年産調査）［国表8］  ■職種別賞金（平成20年度罪董、平成18年度調査）［国表10］  

※】隠覆別人件費については、一般病床を有  しない病床（平成20年J警25痛   床．平成18年 25  に基  ※ 職種別人件費については、ニ魁卵≡を有しない病院（平成20年虔25病院、平成18年度25塵底1に基づい   
て算定を行った．  

※ 平成18年度は平成18年11月1ケ月のデータ、平成20年度は平成20年10月1ケ月のデータに基づ〈もの。   
て算定を行った．  

※ 平成18年度は平成18年11月1ケ月のデータ、平成20年度は平成20年10月1ケ月のデータに基づくもの。  



【全病院】  【共通病院】  

▼職種別人件1王み付けケア時間（平成20年度調査・平成18年度調査）  

［国表11］  

■職種別人件費重み付けケア時間（平成20年度詭李・平成18年度墳董）  

【図表13】  

単位：分  

’、ニー  平成18年度調査  

由区分  医療区舞’  函桓－  ∫▲ 
3 2  3   

ADし区分3  143．5  153＿8  193．8  164．3  141．3  150．7  柑0．4  161．7   

ADL区iI2  121．Z  141．9  柑3．5  138．5  118．9  139．5  180．3  136．0  

ADし区分ト  

什   

■｛ 平成柑年度調査  

医i区分  医療区分    ー萄帯  医療区分  医療区分  医療区分   ‡十   立半㍉  ：：ナ  く3 ‥       3   

ADL区分3  川3．5  153．0  1g3、8  164．3  14l．3  150．7  190．4   161．7   

ADL区分2  1Zl．Z  141．9  柑3．5  138．5  118．9  139．5    8（】．3  136．0   

ADし区分l  8る．】  川8．1  12乙6  99．2  86．2  川5．7    20．0  97．0   

計  115．0  14Z．8  187．3  143．8  11Z．9  139．6  184．8   141．3   

1ケースミックス値の算定   

【国表14］  
■ケースミックス値の算定  

［国表12］  
平成祁年度調査：・’  平成18年度調査  

きi．   医銀カケ  †医療区分．  篭欒区乳  ▼≠「・∴ 璧亮  医慮区分  医療区分  医療区分  計  
ADL区分3  0．g98  1．864  1．348  1・14芦  1．000  l．067  1．348  1．144   

（Dし区分2  0．843  乱P8丁  1．277  0．963  0．84Z  0．987  1．2丁6  8．963   

ADL区分1  0．613  0．752  0．852  0．690  0．6川  0．748  D．849  0．687  

什 0．8DOO，98さ’l．3831．0008．79910．9881．3031．008  

※職種別人件費王み付けケア時間の平均値を1．0とした場合の患者分類毎の職種別人件費壬み付けケア   

二1灘た平成星空．策草野宇÷∵較 平成柑年度評査  
医♯区分  医＃区分  医＃区分  計  

堰覆豆乳  堰欄区舛  ：医書区分、  難字  2  3   

▲DL区分3  ■0．998  l．064  1・3†8  1．143  l．000  1．067  1．348  1．144   

ApL区分2  0．843  0．g87  l．277  0．963  0．84Z  0．987  1．276  0，963   

ADL区分1  0．613  8．752  0．852  0，690  8．6川  0．748  0．849  ・0．687  

什   0、800  0．988  1．303  1，000  0．799  0．988  †．3¢3  1．00（l   

※ 職種別人件費重み付けケア時間の平均値を1．0とした場合の患者分類毎の職種別人件費重み付けケア   間の相対値をケースミックス値とした．  

、間の相対仕をケースミックス値とした．  

【共通病院】  【全病院】  

3患者分類（9区分）毎の患者1人1日当り費用の推計  3患者分類（9区分）毎の患者1人18当り費用の推計  

医療療養病掛こおける1患者当りの費用を、．患者の状態に応じて変化ナる変動費（人件費、材料費）と、患   
者の状附こ係らす一定である固定費（委託費、投爛関係t、経費等）とに分け、患者分類（9区分掩の患者   
1人1日当り費用を推計した●  

人件費は、r重み付けケア時間算出対象人件丸と「リハスタッフの人件費」、rその他の人件丸の和として   
算出している∴のうち、rその他人件丸について軋平成1昨度調査と同凱こ、患者分訊こ応じて変化す   
る人件費と仮定して配賦した場合（「費用善最大」）と、患者分類と無舶係に必要な人件費と仮定して配賦し   
場合（ー費用差t小」）の2通りで推計した．  

なお、「その他人件費」には、r重み付けケア時間算出詞象人件費」の対象となる医師・看護師・看護補助   
者一薬剤師・MSW等の間接業務（直接ケア以外の業務）部分の人件費、中央診療部椚の医療技儒員の人件   
費、事務職貞の人件費、技能労儀員の人件費などが含まれも   

■医療覆車病棟における点者1人1日当り費用推計（平均）   

【函表15】  

医療療養病棟における1患者当りの兼用を、患者の状掛こ応じて変化する変動費（人件費、材料費）と、患   

者の状態に係らず一定である固定費（委託費、投併関係費、経費等）とに分け、患者分類（9区分）毎の患者   

1人1日当り費用を搬計した。  

人件費は、「壬み付けケア時間算出対象人件費」と「リハスクッフの人件費」、rその他の人件軌の和として   

算出している．このうち、「その他人件丸については、平成18年度椚査と同様に、患者分類に応じて変化す   

る人件費と仮定して配賦した場合（慣用差♯大」）と、患者分類と無関係に必要な人件費と仮定して配賦し   

楊合（ー費用菱最ノ」、j）の2通りで推計した。  

なお、「その他人件動には、r壬み付けケア時間算出対象人件費」の対象となる医師・看護師・宥穫補助   

者・薬剤師・MSW専の間接業務（直接ケア以外の業務）部分の人件費、中央診療部門の医療技術員の人件   

費、事務職長の人件費、技能労凝Åの人件費などが含まわる。   

1医療療養病机こおける患者1人1日当り兼用推計（平均）  

［図表16］  

平成20年度  平成柑年度  
辛用内訳  1日当たリ  

井用（円）   

変動兼用  1乙726  71．81  l乙049  69．4書  

暮み付けケア時㈲＃出対象人件責   
人 

5．532  31．2％  ち，317  30．6～  

件  
責  

417  乙4X  383  2．2，i  

その他｛件貴 4．892  27．61  4．843  26．8斗  

王寺特性講主より雷撃した薬剤暮 586  3．3￥  586  3．4l  

料  
料  

146  0．8X  ■146  0．81  

▼   3も2  2．OX  270  1．6％  

その他材料千（給食料料書、医療消耗糾備品書写）  791  4．51  704  4．1l   

固定兼用（委託書、設繍叩係，二経書引  5．009  28．2％  5，302  30．6X   

草体・ 17．735  1∝l．0～  17．351  100．01   

※重み付けケア時間算出対象人件費吼医師、看護臥准看護師、看護補助者、薬剤師、MSW等の人件費と  

平成20年度  平成18年度  

1用内訳  1日当たり  

費用（円）   

∫‥ こ＝  11，848  66．4ヽ  10，146  59．31  

工み付けケア時間∫出対■人件井   
人  

5．532  31．0％  5，317  31．1l  

件  
▼ 

417  乙3X  383  2．21  

＋  3，831  21．5X  2，975  17．41  

無声♯性机iより暮由した藁研   586  3．3％  586  ．3．4ヽ  

オ  146  0．8X  146  0．9t  
料  
事，  454  15l  152  0．9～  

その他材料暮（給食料料費．医オ消耗漉よ傷品責等）  882  4．91  587  3††ヽ   

固定兼用（垂託暮二設備由係tこ華一章） 5．992  33．6l  6．972  40．7l   
ー∵－  

∴こ三，：∴全－ 17．840  100．0～  17．118  100．Ot   

※ 王み付けケア時間算出対象人件費は、医師、書護師、准看護師、著す補助者、薬剤師、MSW等の人件費と   

した（朋別ケア時師こ職種別千金をそれぞれ乗じて井出した）．  

※リハスクッフの人件費は、PT、OT、STの人件費とした（職耶けア時間に僧職臨り文金を乗じて算出した）。  

※ その他人件費は、rコスト調査」上り把握された人件費全体から上記二つの人件費を除いた費用とした．  

※ 患者♯性隅査上り井出した薬剤辛は、r患者特性調査」から算出した．平成20年度では、平成18年度「患者   

特性間査jから算出したものを平成20年虔「レセプト職査（病院）一の患者分類別（9区分）点者構成比で謂曇   

して算出した．  

※ 患者特性胃査より算出した特定保険医療材料費は、「患者特性爛査」から算出しL平成20年度では、平成   

18年度「患者特性∬雀」から算出したちのを平成20年度「レセプト調査（病院）jの患者分類別（9区分）患者   

構成比で調整して算出した．  

※ その他薬剤費は、「コスト礪査」上り把握された医薬品費全体から「患者特性開査より■出した薬剤費」を除い   
た費用とした（管理・消毒用薬品費動こ相当）．  

※ その他材料費は、rコスト調査」より把握された医薬材料費全体から「患者特性闇壬より算出した特定保険医   

廃材料費」を除いた費用とした（匿ま消耗器1傭晶費や給食材料費等）．  

※ 固定■用は、費托費や投傭関係費、経費などrコスト桝壬」より把握された固定的費用とした．  

した（職種別ケア時間に職穂別賃金をそれぞれ乗じて算出した）．  

※リハスクッフの人件費は、PT・OT・STの人件費とした（職穫別ケア時Ⅷに他種別千金を兼じて算出した），   
※ その他人件費は、「コスト調査」より把捜された人件費全体から上記二つの人件費を掛、た費用とし虹  
※患者特性間査より井出した薬剤費は、「患者特性椚重から算出し仁平成20年度では、平成18年度「患者   
特性爛査」から算出したものを平成20年度「｝セプ一隅壬（病院）Jの愚者分那・l（9区分）患者構成比で間蓋   

して算出した．  

※愚者特性桝壬上り算出した特定保険医凛材料井軋「患者特性闊査」から算出した平成20年虔では、平成   
1昨度「患者特性調査」から算出したものを平成20年釘レセプト椚査（病院）Jの患者分耕別（9区分）患者   

構成比で聞嚢して算出した．  

※その他薬剤費は、rコス日韓査」上り把握された医薬品貴会体から「患者特性椚董より算出した薬剤丸を除い   
た費用としを（管理・消書用薬品費等に相当）．  
※その他材料費軋「コス欄軋上り把捜された医薬材料費全体から「患者特性爛竜より算出した特定保険医   
廉材料丸を除いた費用とした（医療泊棚1備品費や給食材料費等）．  
※ 固定費用は、垂託女や股傭関係費、経費など「コスト臍査一より把運された固定的費用とした  

】0   



【全病院】  【共通病院】  

∫患者分類（9区分）毎の患者1人1日当り費用（貴用星最大の場合）  

【図表17］  

■患者分頸（9区分）毎の患者1人1日当り費用（費用差最大の場合）   

【図表19】  

単位：円  

㌢干厚ZD年度調査丁 平成柑年度弼査  
軍雫区分  ．痙攣区ね  重度区分  二汁  医療区分  医療区分  医療区分  計     2ニー  ■3 

，  2  3   

ADし区分3  17，2柑  18．16g  22．000  19．221  16．876  け789  21．444  18十TS！   

ADL区分2  15．942  17，757  21．293  17，445  15．621  17，359  2D，761  17．06Z   

ADし区分1  13．43】  15，114  16，854  14398  13，209  14，803  16，494  14，127  

計15．35417，50221，53917．735ほ，06517．13120．99917．351  

※「費用差最大」は、rその他人件軋を患者分類の状矧こ応じて変化する人件費とした場合の費用でぁる．   

単位：円  

汗成Z8年度肝査  平成用年度許査  

ロ  て2－・t●  3  匡軽骨  旦鱒区益  底粛区瘍  計  医療区分  医療区分  医療区分  計           ■  2  ユ   

ADL区分3  17・304  18，204  21，764  19，179  16，666  17，446  20．5g5  ほ31l   

ADL区分2  16・柑6  17．874  21，132  17，584  15，676  17．149  20，032  16，897   

ADL区分1  1j，9こg  15．481  17．143  14，8Z4  ’13，650  14．991  16．477  14，427  

計15．65417．61921，35017．84015，19116．91920．226け，1柑  

※「費用羞最大」は、「その他人件費」を患者分類の状姐こ応じて変化する人件費とした場合の費用である。   

■患者分類（9区分）毎の患者1人1日当り費用（井用差最小の場合）   

【図表20］  

■患者分類（9区分）毎の患者1人1日当り費用（斗用差最小の場合）  

［国表18コ  

単位：円  

㍗語こ溝1ニ更隼20李票甲査㌣ナナ王：  平成18年度調査  

医廉直餅  J由拒諦  連館努  壱好  医療区分  医療区分  医療区分  計   イ1；∴  鴬準薄  Lモアjr■▲   ■  2  ユ   

ADし区分3  17，311  け．958  20．432  柑，632  16，666  17，248  19．560  】7．882   

ÅDし区分2  16．丁99  1れ924  20，073  17．725  16．】46  17．187  19，211  17．008  

APし区分1  

什   

単位：円  

，．，、ニ∴平成28年由査J 平成18年度調査  

L医療区分 パ汗吾・    i帯      ∴㌣ 牡二了′  医療区分 ■  医療区分 2  医療区分 3  計    ．l   

ADし区分3■  17，224  17，854  20，299   l＆52Z   16．876  1γ．480  19．8Z9  18．1ZZ   

ADし区分2  16，712  17．8ZO  19．94（】   17・6Z声   16．355  17．419  1g，48（I  17．235  

ADし区分1  

計一   

※「費用美景′」、」は、rその他人件軌をどの患者分類にも等しく按分した場合の費用である。  ※「費用差最小」は、rその他人件費」をどの患者分類にも等しく按分した場合の費用である。  

12  11  

【全病院】   【共通病院】   

4患者分類（9区分）毎の収入の推計  4患者分類（9区分）毎の収入の推計  

医療療養病床の愚者分類毎の収入個衰21）は、療養病凛入院基本料の所定点数（図表22）に、里盈呈旦隻   

度レセプト酬ほ出土入院基本料以外の収入（図表23）を加えて算出した。   

■患者分類（9区分）毎の収入推計  
・【図表21］  

医療療養病床の患者分類毎の収入個表24）は、療養病棟入院基本制の所定点数（図表25）に、空虚2旦生   

産レセプトⅦ査から推計した入院基本料以外の収入（図表26）を加えて算出した。   

1患者分類（9区分）毎の収入推計  
〔国表24］  

．’平成20毎度調査時十J′    平成18年度調査時   畠i区分・  医療区分「  て医療区分．  医療区分  医療区分  医療区分   ㌧1：  「（iこ1  ∴守：∫  ■  2  3  ADL区分3  14．087  18，437  2乙32了  13，341  17，931  21．891  ADL区分2  12．737    12．131  ADL区分1   17，217    16．691   
平成柑年度調査時  

ー●匡療区分、’        医療区分  区点区分  匡ま区分   1‘   2  

・‘：平成ZO摩度調査曙こl‥、・                       こ       il3，†’撃  ■  Z  3  AD」区分3  14，087  18．437   22．327  13，341 l乙131  17．931  Zl．8gl  ADし区分2  12．737  ADL区分1   17．217     16，691   
※ 平成20年度詞査時における入院基本料以外の収入は一律5，237円とした（平成20年度レセプト調査より）。  

※ 平成20年座間査時の入院基本料以外の収入5．237円の内訳は、入院基本料等加算1．510円、出来高部分   

920円、リハビリテーション887円、入院時食事療養費1．920円である。  

※ 平成18年度調査時における入院基本料以外の収入は一律4．491円とした（平成18年度レセプト調査上り）。  

※ 平成18年度間査時の入院基本料以外の収入4．491円の内訳は、入院基本料等加算l．163円、出来高部分   

580円、リハビリテーション828円、入院時食事療養費l，920円である。   

■点者分類（9区分）毎の入院基本料（療養病棟入院基本料の所定点数）   
【図表25］  

※ 平成20年度調査局における入院基本料以外の収入は－律5．237円とした（平成20年度レセプト調査より）。  

※ 平成20年度調査時の入院基本料以外の収入5．237円の内訳は、入院基本料等加算l，510円、出来高部分   

920円、リハビリテーション887円、入院時食事療養費1，920円である。  

※ 平成18年度調査時における入院基本料以外の収入lま一律4．491円とした（平成18年度レセプト調査より）。  

※ 平成18年反間査時の入院基本料以外の収入4．491円の内訳は、入院基本料等加算1．163円、出来高無分   
580円、リノ＼どリテーシさン828円、入院時食事療養費1，9罰円である。   

■患者分類（9区分）苺の入院基本料（療養廟傭人院基本罰の所定点数）   
【図表22］  

．ヽ、・ 隷  ー；匡正 ヤ1γ  竿鉾  吏： †’l    鵜  i蛋  医療区分 ■  匡療区分 2  医療区分 3   

．■ナ  二島  薙ご平成二．2q東岸調査時憲てノ吾     ’l▼J で十〆     単位：円 平成18年度調査時                             ADL区分3  8．8 （入鵬本   50 料D）  13．200   17．OgO （入良美本鞘A）   8，850  13440  17．400    7．5（氾 （入験墓本科E）        7．840  ADし区分2 ADし区分1     巴 正  入陳華本員B） 11．980 人臣暮本科C）     12．200   首  ，．≡粟韓    医療区分 ■  医療区分 2  医療区分 3   諒粟よ釆二平成   20集厚鱒芦吸塵∴㌧こ■三      単位：円 平成18年度調査時                    ADし区分3  8．850 （入鹿1♯料D）  1二l．200   17．090 （入戻■本科A）  且．850  13 440  17．400    7．500 （入険王事繹E）     7．叩  ADL区分2 ADし区分1   （入ほ▲本鞘別 1l．980 （入餅墓手欄C）     T2．200   
■（参照）医療療養病棟における患者1人1日当たり収入金嶺（レセプト調査より）   

［図表26］  
1（参照）医療療養病棟における患者1人1日当たり収入金籠（レセプト調査より）   
［図表23］  

単位二円    入院  入院 基本  出来高  リハビリテ  レセプト  入院時t事丑   主事料  科零 加井  部分  ーション事  講東金顆  事tを加えた 壇合の収入    12．883  1，510  920  887  16．200  18．120  平成18年度肝董 （69病院）  13，柑1  1．163  580  828  15．753  17．673   
※ 入院時食事療養費は、1女につき640円とし、1日当たり1．920円とした。   

1本絹  加算   
入l兼  入院・ 基本料琴  出来高  リハビリテ  レ壱プト  入院韓t事最糞       卸匁  「ション芦  請求金舗  文を加えた欄ほ ∴の収入   

12．883  1，510  920  887  16．200  18．120   

平成柑年度印章 （69病院）  13・柑1  1．163  580  828  15．753  17．673   

※ 入院時食事療養熟土、1二たにつき640円とし、1日当たり1．920円とした．   

※ 上記の収入には、差潤ベッド代などの収入は含まれていない．  

14   

※ 上記の収入には、差額ベッド代などの収入は含まれていない．  

13  



【全病院】  【共通病院】   

5患者分類（9区分）毎の収入・十用差   5患者分類（9区分）毎の収入・♯用姜  

レセプト闊査を用いて推計したー収入」から、コスト調査を用いて算出した「費刺を差し引いて、収入・費用差を   
算出した√但し、「収入」の推計にお嘩ことに留意する必要があも  

ヽ患者分類（9区分）毎の収入・責用姜（土用美景大の填合）…叩轟17と由裁2†の董  

【図表27】  

斗位：円  

レセプト桝査を用いて推計した「収入」から、コスト調査を用いて算出したー費別を差し引いて、収入・費用善を  
算出した√但し、「軋叩ことに留意する必要があろ。  

＋患者分類（9区分）毎の収入一千用差（費用差最大の堵合卜困■19と粗景24の董  

［国表29】  

書位：円   

ふ平成20斧正調査時 平成18年度調査時  

医療区升＝  医療区分、  ・医療区分  医療区分  医療区分  医療区分  

ミニニピill√・二  ㌧一■＿．  やご●・2二・浩  ニナ3   2   3   

ADL区分3  －3，217      －3．326  486  1．297  

ADし区分2  

ADL区分1   

平成18年度閂董時  

議還須．  轟垂凝  ‘ヤぺ：サヰ「1■・ヽ ＝一「  医療区分  医＃区分  医療区分  
牽檀絆  攣雪祭  惣ぶた   

藍ぎ言‡平成加年度綱筆醗ご∴±．       一                    ■  2 ■  3  ADL区分3   －3．129  268  ，327  」3．536  ・143－  胡8  ADし区分全  －3，205  680  1，034  －3．49l  四  1．131  ADL区分1  －694  Z．川3  5，473  －1．878  1－888  5，397   
■患者分類（9区分）毎の収入・費用姜（費用差最小の場合卜句女20とFt24の♯   

［図表38】  

■患者分類（9区分）毎の収入・責用差（責用姜最小の増合）…璃118と旬漉21の暮  

［図表28］  

平成柑年度隕壬時  
退転衷    前掛‘ 写2‡ミニ：’’  堰  農産褒：  医療区分  医療区分  医療区分  

・濁空知蜘   ；ル：＝，   葺㍉∵     単位：円      轟                ヂ謬tぢe†    寺オ苓   ロ  2  3  ，ADし区分3  －3，2Z4  479   1．895   －3，3Z6  684  2．33Z                  ネDL区分21 ADし区分1  －4．862 ーZ．675  四 786   乙254 4．6柑   －4．815 ー乙678  745－ 田  2．6gi 4，966   確麗寄    こ一   医療区分  医療区  医療区分   ■－   弼鮎を、  ロ  分2  3   髄機転      半位：円 平成柑年度調査時                            ÅDL区分3 ノ  －3，137  甲3  2．028  －3，536  452  2．063                入DL区分2 ・ADし・区分1・  －3－g75 －2．589  617 890  2．387 ん751  －4，224 －2，887  四 田  乙412 A697   

15  16  

匪頭  

医療療養病柵こおける点者1人当たりの1用霊定方法  

（2）階梯式配賦  

本調査で軋各施設の診療即，・中央診療部門・補助讃即†・管理部門に該当する各小部門  
絹枝や画像u検査、手術など）へ費用を計上するト次配軌を経て、補助部門・管理部  
門から診療部門、中央診療部門へ配賦すると次配賦」、さらに、中央診療部円から診療部  
門の外来と各病欄へ配賦する「三次配軌を行う「階梯式配賦jとした（図表16〉。  

図表16階梯式配賦の考え方   

◆「一次配軌＝収益、費用（施設全体額）を以下の4部門それぞれに計上。  

1．兼用算定方法  

（り糞用算定のながれ  

患者別1人当たり♯用算定のながれは、図表15に示すとおりである．  
コスト調査結果に基づき、医業費用の各費目（給与費・材料費・委託費…）を「階梯式  
配賦」により病棟別費用として算定し、その後、当該病棟の延べ患者数で除して患者別1  
人当たり費用を求めた。  

国表15 患者別1人当たり費用算定のながれ（概念図）  

診療如門  補助・管理範門   
外来部門   入院料門  中央診療部門     補助郎門  管理部門  

調査病棟1■  帥査病棟2    画像  検査  手術  

≡  

Ⅰ－ニ享三三  
［  

◆「二次配賦」：補助・管理部門の費用を入院部門、外来部門、中央診療部門へ配臥  

補助・管理部門   

◆「三次配賦」：中央診療部門の費用を入院部門、外来部門へ配臥  

18  17  



（3）配賦基準について  

配賦基準には、各階梯の段階に応じて図表17に示すデータを用いた。また、階梯毎の  

配賦基準と費目の関係については、図表18に示すデータを用いた。  
なお、医師の給与費及び材料費、検査委託費や給食委託費などの委託費については、一  
次及び二次における部門への階梯式の配賦は行わず、三次配賦だけとした。  

図表17 「コスト調査」における配賦基準  

階梯   配賦鳥牒   

部門別職員数比  
一次l配賦   

・補助管理部門直裸一控除対儲外消費税等負担額  
・補助管理部門直課一本部費配l畝額   

二次配昧  ・部門別職員数比  
・部門別面相比   

・入院外来収入比  
・部門別延べ患者数比  

三次配賦        ・病棟別病床数比  
・部門別職員数比  
・部門別面積比   

19  20  

診頸組 健一5  

21、 7． 8  珍調粗 慢－6  

21． 7． 8  

平成20年度慢性期入院医療の包括評価に関する調査に係る  

第2回分科会での指摘事項について  

第2国分料金での指摘事項   対応状況   

患者特性調査については、地域性を考  

ロ   度した分顔をすべきではないか。   

医療区分1に該当する患者像につい  医療区分1の細分類の必要性があ  

2       て、細分類を検討すべきではないか。  るかも含めて分析中。   

患者特性調査の患者分類の分布等、対  

3   象病院全体（全病院）と平成18年度  

調査と共通の病院とで傾向が違うた  
め、施設特性の比較をすべきではない  

か。   

4  箕の評価が平成20年度改定で新たに  提出された評価票を用いて、（⊃l  
導入されたことを踏まえ、QIも更な  

る分析を検討すべきではないか。   

5   

後期高齢者特定入院基本料のいわゆ  社会医療診療行為別調査等を用い  

る「除外対象」の患者について、レセ  

プト枚数や請求総額を示して欲しい。   

一般病床であっても、診療報酬の算定  一般病床の平均在院日数 柑．0日  

6        において平均在院日数を考慮しなく  

てよい病床（特殊疾患病棟入院料算定  

般病棟の平均在院日数を示して欲し  均在院日数は、診療報酬上の特森  

い。   な病棟も全て含んだ平均在院日数  
が算出されている。  病棟等）をすべて入れて算定した、－   

平成20年度  

慢性期入院医療の包括評価に関する調査 集計結果  

患者特性調査  

（追加集計）  

○地域特性について   

（級地別集計）   



【放地別比較（全病院）】  

平成20年度慢性期入院医療の包括評価に関する声査  

（患者特性調査く病兢）集計結果（級地別比較））  

平成20年度間査集計対象：平成20年度舛査対象病院（136病院：1－6農地沌病儲、その他の地域 揖  
宿院）で療養病棟入院基本料を算定している患者  

（注）未集計における「医療区分jは、患者間査震の回答に基づくものであるため診療報酬上の医療区分と  
一致しない場合がある．  

1医療区分・ADL区分の状況  

【級地別比較（全病院）】  

2医療区分採用項月の該当状潔   

■医療区分雇用項目【図表2】  

■●  

（∩】Ⅰ   

l．24時間精練して点滴を実施  0．0％  
乙 尿路藍染痘に対ナる治■   0．0％   15．1％  17．7鳴  11．Z％  0．0％  9，8％  9．7％  64弘   
3．ヰ痍等によりリハビリテーション  

を必事とする状鰭   0．0％   3．9【‰  3．3％  2．6％  0．0％  34％  D7％  17％   
4．脱水に対ナる治療【x発熱】   肌・・   一・▼  11．5％  コ，7％  0．0（絶  1．0％  58％  15％   
（4．脱水に対する治療【x発熱諷  

丘以上】）   0．OJ％   1，0％  7，3％  2．1％  0．0％  0．3％  3．0％  0．7％   
5．消化t専の体内から出血が反す縫  

絨している状塾   ● ●・   0．9％  之．6％  1．0％  0．0％  06％  24％  07％   
6．頻回の■吐に鱒する治■【x尭絵】  0．0％   0．2％  0．8％  0，コ％  0．0％  0．1％  0．5％  ・ 01％  （6 
．頻画め■吐に対する治■【x尭  

熱38度以上】）   0．0％   0．1％  0．8％  0．之％  DO％  00％  04％  01％   
7．せん妄に対する治■  ．0％  3，3％  Z．8t粘  2．之％  0．㈹  2．6％  1．8％  1．5％   
8．軽▲▼t・腋■響の経線栄暮が行  
われ、免艶文は■吐を伴う状孤  0．0％   7．1％  21．1％  8．0％  0．0％  6．9【姑  18．邦  6．6％   
9、頻回の血■検査を実施（1日：＝回  

以上）   0．0％   15．3％  12，【I％  10．2％  00％  117％  84％  7α施   
川．スモンに■養  ．D％  0．0％  0．0％  0．0％  肌・・  0．0％  0．1％  0．1％   
lZ医師及び書技師に上り、鷲軋監  

視・t環を実施   0＿0％   0．0％  3．8％  0．8％  D．D％  0．0％  7．2【給  13％   
13．中心檜脈栄饗を実篤   0，0％   0．0％  31．6％  6．81鵜  0．Ot鵜  00％  193％  35％   
14．人エl年取薯を使用  D％  0．0％  S．3％  1，1％  …・  00％  68％  12％   
はドレーン準・■鵬の洗浄    0％  0，0％  1．1％  0，Z％  0．0％  0．0％  1．6％  0．3％   
t6．気t切関・気t内揮tの異動†行  
われ、発熱を伴う状暮   0．0％   0．0％  13．∽も  之．8％  0．0％  0．0％  9．2％  1．7％   
（16．気t切開・気t内躊tの実篤  
【×発熱測度以上】）   0．D％   0．0％  7．j％  1．6％  0．m  001％  3＿5％  06％   

】7 虚業療法の実篤   0．m   0．0％  19．6％  10．7％  0．0％  0．Ol鵜  56．2％  102％   
用．盛会R■重でのtl！を実施  0．0％   0．0％  7．汎  1．粍  0．0％  0．0％  88【粘  16％   
19・21筋ジストロフィー虚・筋拳鐘  

性閤兼硬化症に■鳥   0．0％   3．6％  2．1％  2，2％  0．0％  之1％  18％  1コ％   
20．多発性杜化虚に■上  0％  0．8％  0．0％  0．4％  0．0％  0之％  01％  81％   
2Z．パーキンソン■純量疾患に書鳥    鵬  14．1％  7，1％  8．7％  0．0‘ね  1ユ3％  55％  73％   
23，その他の＃鋼にヰ鳥   0，0％   2．1％  0．8％  1．Z％  0．0％  0．6％  0、7一弘  0．4％   
24．甘≠損傷（頚椎損傷を∬因とする  

麻＃が四肢すべてに盗められる）  ，0．0％   ○，7％  0，5％  0．5％  0．Ol鵜  12％  07％  07％   
25．捜性閑暮性締ま1（ヒュー・ジョ  

」ンズの分撃カ†Ⅴ度以上）   0．弼   1．9％  5．5％  2．1％  0，0％  1．2％  6ア鶉  18％   
26．透析を実施  隅  1．7％  0．5％  1．0％  0．0％  90％  1ヰ％  15％   
祖，暮性」■■（痔■コントロールが必  

壬な場合に■る）   0．血   1．0％  1．q％  0．8t雉  0．0％  1．0％  Zl％  09％   
30．肺炎に対する治療   0．0％   1丘3％  25．Z％  10．S【粘  ・D．0％  113％  199一弘  89【‰   
3L＃オに対する治■（2度以上また  

は2i所以上）   0．D％   ， 4．7％  7．【乃も  3．8％  0．0％  5．2％  5．ヰ％  3．ヰ％   
32．未納＃覆犀書による下肢末坤の  

開放加に対ナる治療   0．0％   1．9％  1．6％  1コ％  0．0％  1應％  08％  10％   
33．うつ症状に対ナる治よ   0．0％   11．3％  q．3％  6．5％  0．Ol鵜  1t；．1％  51％  85％   
31他者に対する暴行がキ日貨めら  

れる状塾   0．0％   乙6％  0．9％  1．S％  0．0％  28％  13一泊  15％   
35・1日8画以上のヰ痍吸引を実施  0．m   Z8．ヰ％  19．Z％  之4．‘％  0．0％  28．4【施  47．5％  之2．0％  36 
．気t切崩・気t内揮■の実施（発  

蝕を伴う■含を験く）   0．D％   1之．鵬  】】．4％  1仇9％  0．0％  9．之％  19．0％  7．8％   
ユ7．劃牡、皮膚よ礪、下卑、足静の♯  
巣炎、1讐の感染虚に対する治欄  0．0％   20．9％  之1．8％  15．2％  0，0％  15．6％  17．0％  10．5％   

■医療区分・ADし区分【国表1】  

1＋6級地 

鑑■区分1  
（山一l．彷5）   

ADL区分3．  9．2％  27．ヰ％  17．3％  5ヰ．0％  11．5％  25．5％  1Z．9％  ヰ9．9％   

ADL区分2  8．1％  13．5％  3，0％  Zヰ．6％  10．8％  1：！．6％  3．6％  26．9％   

ADL区分1  11．5％．  8．6％  1．3％  21．5％  1：！．3％  9．1％  1．7％  23．2％   

全 体   28．9％  49．5％  21．6％  1∝）．ぴ‰  34．6％  47．2％  18．Z％  1∝〉．び払   

無回答（∩）   （2年i  （20）  （9）  （55）  （19） （19）   （ヰ）  （4之）   

【級地別比較（全病院）】  【級地別比較（全病院）】  

3入退院の状況  ■調査病棟に入院した膏1（複数回苔）【国表4I  

1－6穀地  

医療区分1    医療区分2■    医療区分ヨ．J   全体  

（∩去1．鱒1）   （h主1′ぬ1）   （∩＝798）∵   L（∩≒1710） 

1．疾轟の急性期扶蛙が安定したため  561  52．2％  1．11S  鎚．9％  5鵬  田4％  218S  589％   

Z．ま鋼の急性士l古   5ユ  4．9％  106  5．8％  96  1Z．0％  255  6．9％   

3．雛扶的な古度の医療t理が必虞  28  2．6％  185  10．1％  185  之3之％  3％  107％   

4．継続的なリハビリが必幸  555  51．3％  735  ・40．1％  24Z  30，3％  153之  413％   

5．他施設の空きがない   60  5．6％  94  5，l％  15  1．9％  169  16％   

介護老人保■施設でも対応できる  
が、空きが虻い   ヰ8  4．ヰ％  84  ヰ．6％  13  1．6％  145  39％   
介放電人禎址篤投（特義）でも対応  

できるが．空きがない   28  之．6％  51  2月％  7  0．う％  86  2．3％   
6．在宅■糞でも対応できる机‘書換の  

受け入れ体制が養わない   ZO3  18．8％  318  17．ヰ％  67  8．4％  588  15．8％   
7，．本人、＃族琴が希宜ナるため   ■I7  ヰ1．4％  刀り  39．8％  ユ17  39．7％  1」I93  102％ 

8．疾■の急性発症く新規＞   57  5．3％  S7  3．1％  38  4．8％  1Sコ  ヰ．1％   

9．その他   79  7．3％  80  ヰ．4t池  20  Z．5％  179  q．8％  

■飼主痢恥こ入院する前の状況 掴表3】  

う”6級地r・  

医療区分11   一＝∴医療区分2．ヒ   ご－二 
（∩＝1．081）   （n＝1′旧1）‘   r▼エ，（h軍798卜F   （h〒3．710）   

1．自宅（豪族事との同居も含む〉   1【衿  10．び給  1■け  8．0％  55  6．9％  310  8ヰ％   

2．有料老人ホTム讐   5  0，5％  16  0，9％  6  0．8％  27  0．7％   

3．介護毛人樽祉施設（特別暮環老人ホ  
－ム）   7  0．6％  21  1．3％  19  2．11‰  ■  1．3％   

ヰ．介圧電人尿儀施欄   29  2．7％  59  3．Z％  ）ヰ  4，3％  12Z  33％   

5．他の霞t機闘   537  19．7％  1．∝）7  55．0％  490  61．1％  2．03ヰ  548％   

（再掲）他の医療捜鵬の一般病床   500  ヰ6．3％  90ヱ  疇9．3％  451  56．5％  1由3  q99％   

（再掲）他の鑑慮機関の★霊病床   27  ■ ■  85  1．6％  32  ヰ．0％  1▲H  39％   

（＃事l）他の医療檀朋のその他の病床  

（精神痍床専）   10  0．9％  20  1，1％  7  0．9％  コ7  1．Ot鵜   

6．自院の他の■ 347  3之．1％  552  30．1％  175  21．91施  1074  289％   

（再縄）自桝の一触病床（転欄）   254  Z3．5％  405  2乙1％  93  11．7％  7S2  203％   
（萬穐）白餅のモの他の■床（精神虞床  

事）（転繍）   9ユ  8．6％  147  8，0％  8Z  10．3％  322  ．職   

無回答   18  q．1％  27  1．5％  19  2．1％  94  皇5％   

全 体   1．【娼1  1（X）．0％  1．831  100．0％  79も  100．0％  3．710  1聞．0％  1∴疾病の象任期状應が安定Lたため  716  49．0％  1．1ふ）  58．3％  471  62二け鶉  2350  557％   

2，疾病の亀住増七   83  5．7％  18，  9．5％  7（〉  9．9％  3一輪  8j％   

3．継織的な書魔の匿♯t】≠が必兼  75  5．1％  306  15．4％  245  ユ之．〔鴨  626  1ヰ．8％   
4．継続的なリハビリが必事   q98  ｝ヰ．1％  736  37．0一弘  273  35．7t絡  1507  357％   

5．他施設の空きがない   Z之8  15．6％  18S  9．ユ％  ■17  2．2，も  130  10．2％   

介昆老人俣鴨投でも対応できる  
が、－空きがない   15ヱ  1山％  1（絡  5．3％  9  1．21施  之67  6．3％   

介雄老人柵牡鹿鰹（特義）でも対応  
できるが、空きがない   1二13  9．1％  11（I  S．9％  11  1．7亘  朗  6．コ％   

6．在宅■糞でも対応できるが、書族の  

受け入れ体刑が欄わない   2シl  20．1％  Z55  12．8％  51  良7％  600  1ヰ．2％   
7．本人．ま族蠣が希呈するため   715  ヰ8．91鶉  9ヰ9  47．澗  287  ユ7．5％  1．951  ヰ6．3％   

8．疾病の急性発症＜新規＞   100  6，8％  1（方  5．3％  31  ヰ．1％  236  S．6％   

9．その他  1【万  7．5％  87  1．4％  1之  2．9％  218  5．Z％  

l．自宅（豪族零との同居も含む）   

2．有料老人ホーム讐   39  2．7t粘  5ヰ  2．7％  18  2．4％  11l  ユ‘％   

3．介旺老人積墟拉（特別暮覆老人ホ  
ーム）   17  1．2％  30  Ⅰ．5％  ・20  Z．6％  67  16％   

4．介鹿毛人保鴨施牧   39  2．7％  7も  3，9％  33  4．31l  150  ‘3‘％   

5．他の芭丘櫨朋   47S  5％  7之2  36．3％  317  41．1％  151ヰ  359％   

（再掲）．他の医療■帥の一般ホ床   436  29．8％  676  34．0％  ／ 3隠  ヰ8．3％  1．ヰ20  33．7％   

（再穐）他の医療艶開の魔王病床   27  1．8％  28  1．1％  5   0．循  60  11I％   

（幕縄）他の夢虫櫨朋のその他のホ床  

（精神病床尊）   1ユ  0．8％  18  0．9％  ◆  0．5％  34  0．8％   

6．自l味の他のホ床 558  38．2％  7ヰ4  37．1％  ヱ99  3，．1％  1601  38け弘   

（i穐）自陳の一般鋼床（転換）   436  之9．8％  511  ヱS．ア払  ヱ17  28．4％  1．164  Z76％   

（再掲）自粍のその他の病床（積榊痍床  

書）（l云捜）   1ヱ2  8．3％  233  11．7％  8Z  10．7％  437  10－1％   

無回書   47  3．ヱ％  10【I  5．0％  ヱ1  2．7％  168  40％   

全 体   1．162  1∝l．0％  1．989  100．0％  76S  1（氾，○％  1＿216  100．0％  



【級地別比患（全病院）】  【級地別比較（全病院）】  

t退院の見通し【図表5】  ■退院先の見通し（再掲）［国表6】  

（退院の見通しで「90E】以内に退院できる見通し」の回答者）  
1－6級地  

医療区分1   医療区分2   医療区分3   全 体  
（∩＝1．081）   （∩＝1．8】1）   （n＝798）   （∩＝3′710）   

1，治癒または軽快して30日以内に退  

院できる見通し   132  12．2％  88  4．8％  11  1．1％  之〕1  6．2％   

2．治虚または軽快して90日以内に退  

院できる見通し   110  1D．2％  88  4．8％    2．3％  之16  5．8％   
3．治癒またはは快Lて別）自以内に退   
院できる見通しはないが、今後受け皿  

294  27．2％  397  21．7％    11．2％  780     が壬備されれば遺続できる見通し      89    21．払   
4．治癒または軽快する見込みはなく、  

転快・転捜・死亡する見通し   111  10．3％  3斗l  18．8％  179  三三．4％  63・I  17－1％   
5．退院（転農・転棟含む）の見通しはな  
い   397  36．7％  892  4a．7％  4舛  61．y‰  1．783  48．1％   
幾回苔   37  3．1％  ヱ2  1．2％  7  0．9％  66  1．8％   

全 体   1．081  1（札0％  1．831  1∝l．0％  798  1∝I．略  3．710  1tX）．0％  

1－6敵地  

医療区分1   医療区分2   ＼医療区分】   全 体  
（n＝2ヰZ）  て∩＝176） （∩＝Z9） （∩＝朋刀 

1．自宅（家族との同居を含む）   148  61．2％  87  49．ヰ％  1コ 中書8％   2ヰ8  5S5％   
2 有料老人ホーム専   16  6．6％  7  1．0％  ■  3．4％  24  5．4％   
3．介托毛人相址施設（特別糞注老人ホ   

ム）   10  4．1％  11  8．0％  1  1〕8％  28  6コ％   

4．介護老人保健施設   42  17．4％  4ヰ  25，び払  3  10．3％  89  19．弼   
5．他の医療機関の一般病床   3  1．2％  2  1．1％  0  0，0％  ロ  1．1％   
6．他の医療機朋の薇羊病床   21  8．7t粘  18  1t）．ヱ％  q  ：・・  43  9．6％   
7．他の医療機蘭のその他の病床   0  0．0％  q  D．6％  0  0，0％  打  0＿2％   
8．自院の一般病床（10．の病棟吉除〈）  0  0．0％  0  0．0％  1  34％  ■  8Z％   
9．自院の介捜女♯病床く新規＞   D  0．0％  1  0．6％  山  3．4％  2  8．4t‰   
l（I．自院の闊書手施設等人尿暮本科嘉定   
病棟   0  0．0％  0  0．0％  0  0．D％  0  0．0％   

0  0．D％  0  0．D％  0  00％  0  OD％   
t2その他   2  0．8％    0、6％  0  00％  〕  07％   
無回答   ‖．自院のその他の病床  0  0．m  1  0．6％  2  69％  3  07％   

212  1【X）．0％  176  1（氾．0％  29  1∞．0％  417  1（X）．0％  

1．治癒または軽快して∽日以内に退  

焼できる見通し   17D  11．6％  84  4．ヱ％  9  1．之％  ・263  6．2％   

2．治恵または軽快して，0日以内に追  
続できる見通し   91  G．2く鵜  55  2．8％  10  1．3％  156  3．7％   

3，治療または軽快して知日以申に退  
院できる見通しはないが、今後受lナ皿  

が整ヰされれば退院できる見通し  511  35．研も  6〕9  〕2．1％  1ZO  15．7％  1．Z70  〕0．1％   
ヰ治癒または軽快する見込みはなく、  
捷・転棟・死亡する見通し   126  8，6％  2ヰ0  12．1％  145  19．鵬  511  1之．1％   
5．退院（転蹟・転棟含む〉の見通しはな  
い   468  3之．（〉（‰  922  16，4【‰  459  60．㈹  1－819  43．9％   
無回答   96  6．6【k  q9  2．5％  ヱ2  2．9【‰  167  4．0％   
全 体   1．462  1〔旧．0％  1．989  1（X）．0％  765  1〔旧．0％  4．21f－  100．0％   

1．自宅（家族との同居を含む）   191  73．2％  95  68．3％  ロ  579％  Z97  709％   

2．有料老人ホーム等   14  5．4％  10  7．2‰  Z  10．5％  26  62％   
3介護老人福祉】池設（特別養護老人ホ   

－ム）   19  7．〕％  15  10．8％  q  53％   35  84％   

4．介護老人保健施設   27  10．3％  12  8．6％  4  211％  43  10池   

5．他の医療機関の一般病床   0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％  0  0．珊】   

6．他の医療機湘の■暮病床   2  0．8％  5  3．6％  0  0．0％  7  1．7％   

7．他の医療徴開のその他の病氏   0．1％  0  0．0％  0  00％  D  02％   

8．自撰の一般病床（10．の病棟を除く）  0  0．m  0  0．0％  0  0．0％  8  － 0．0％   

9．自院の介護療養病床＜新規＞   1  0．4％  1  0．7％  0  0．m  ヱ  0．5％   

10．自院の障書舌施設等入院基本料井定   
病棟   0  0．0％  0  0．0％  0  00％  0   OD％   

1】．自院のその他の病珠   0．q％  0  0，0％  0  00％  ロ  02％   
t乙その他   〕  1▼1％  口  0．7％  ○  00％  4  10％   
無回答   ヱ  0．8％  0  0．0％  1  53％  3  07％   
全 体   261  100．0％  139  1日：〉．D％  19  1t氾．0％  419  1∝）．0％   

【級地別比較（全病院）】  【級地別比較（全病院）】  

■退院先の見通し（再掲）【国表7】  

（退院の見通しで「今後受け皿が整備されれば退院できる」の回答者）  

4その他の患者状態像（医療区分採用項目以外）  

■疾患（複数回苔）【国表8］  

1－6故地  
医環区分1  直積区分2＼  医覆区分3  全 体  
rn＝1一〔旧1）   rn＝1．8二11ト   （∩＝798）   rn三】710l 

1．捧尿病   ■     ●・・・  4ヱ5 23．2％  1ヰ1 17．7％  673 18．1％   

2．不整脈   q7  4．3％  7ヨ  1．0％  36  4．5【‰  156  ヰ．2％   

3．急性心不全   7  0．6％  12 （】，7％  12  1．5％  31 D．8％   

4．tl仕心不全   8ヰ  7．8％  2ひIll．1％  1Z9 16．2％  417 11．ヱ％   

5 高血圧症   26：！ ヱ1．2％  382 20＿9％  134 16．8％  m 21カ％   

6．丘血性心疾患   86  8．0％  181 9．9％  57  7．1％  3ヱヰ  8．7％   

7．脊髄損傷   28  ヱ，4％  3S l．9％  13 1．6％  7ヰ  ヱ．0％   

8．大腿す頚部骨折   92  8．5％  102  5．6％  38  4．8％  Z3Z  6．3％   

9．脊椎圧迫甘折   4Z  3，9％  68  コ．m  16  2．0％  126  3．ヰ％   

10，その他の甘折   ヰ4  4．1％  38 ：！．1％  17  2，1％  99  2，7％   

l】．関節リウマチ   〕2  3．0％  ヱ9  1．6％  13  1．6％  74  2．0％   

12・アルツハイマー病   46  4．3％  113  6．2％  41  5．1％  2〔旧 ，5．1％   

13．アルツハイマー病以外の認知症  1ヱ5 11．6％  281 15．3％  14之 17．8％  5ヰ8 1－I．8％   

14．失措症   67  6．2％  128  7．椚も  58．7．3％  ヱ53  6．8％   

15．忘性麻層   8  0．7％  12  0．7％  6  0．8（鵜  26  0．7％   
16 忘捷よ   

17．脳出血   

313 ユ1．7％  650  35．5％  283 35．5％  1之76  34．4％    136 12．6％  22； 1乙3％  1二】1 16．4％  49之 1二】＿3％  18．片側不全麻ヰ  1：19 12．9％  2SO 13．7％  1ひ1 13．0％  疇9：1 13．3％  19．四l支麻痺  ユユ  3．0％  173  9．4％  11コ 14．2％  318  8．6％  20．仮性環虐欄  47  4．3％  152  8．3％  101 1之．ア％  300  8．1％  2】，気管支サi息  3！ 3．0％  ヰO  Z．2％  33  1．1％  1彷  Z，8％  22．腸閉毒（イしウス）  8  0．7％  31 1．7％  1ヱ 1．5％  51 1，4％  23．肝不全  2  0．2％  8  0．4％  7  0，9％  17 0．5％  24．がん（悪性膿瘍）  70  6．5％  111  7．7％  75 ‘9．ヰ％  286  7，7％  25．腎不全  31 Z．9％  78  4．3％  36  4．5％  115  】．9％  

1～6級地  

医療区分1   医療区分2   医療区分3 ■    全体 
（∩墓294）  （n＝】97）  （∩去89）  （∩＝780） 

1．自宅（家族との同居を含℃）   q6  15．6％  Gl】15．4％   16  18．鵬  1Z3  158％   

2，有料老人ホーム零   9  3．1％  1D  2．5％  0  0．0％  19  24％   

3．介護老人橿杜絶設（特別賽札老人ホー  
ム）   75  25．5％  99  24．9％  13  11．6％  187  21．0％   

4．介は老人保健施設   115  39．1％  155  39．〔仇  16  Sl．7％  316  ヰ0．5％   

5．他の医療機爛の一般病床   4  1．q％  〕  0．8％  2  ヱ．2％  9  12％   

6．他の医療欄朋の療養病床   Z4  8．2％  ヰ7  11．8％    － 5．6％  76  97％   

7．他の匿■檀Mのその他のホ床   2  0．7％  0  0．0％  8  0．0％  2  0二i％   

8．自快の一般■床（10．のホ棟を除く） 0  0．0％  1  0．3％  0  0．0％  ロ  D．1％   
9．自院の介tI療事績床＜新規＞   6  2．0％  1】  3．】％  Z  2．2％  21  27％   

10．自院の障書書誌投書入陵墓本科井雇  

0．3％    0．3％    1．1％  1  0‘l％   

ヱ  0．7％  ご  0．5％  0  D．0％  q  05％   
1：！．その他   11．自院のその他の病床  
病棟   

7  2二4％  3  8．8％  ヱ  ■ ■  lご  15％   
Z91  1【船．0％  397  100．隅  89  100．弼  780  1〔旧．D％  

1．自宅（手旗との同居を含七）   75  14．7％  9ヱ  1ヰ．1％  28  之1．m  193  15．之く‰   

2．有料老人ホーム等   29  5．7t鵜  32  5．隅  1  3．3％  6さ  5．1％   

3．介護老人ヰl杜絶毀（特別養護毛人ホー  
ム）   188  36．8％  19Z  38．【払  33  27．5％  11〕  】25％   

4．介護老人保も施設   158  29．1％  ∑ほ  35．7％  q2  〕5．0％  4ヱ0  33．1％   

5，他の医療機朋の一般病床   1  0．2％  3  0．5％  口  0．8％  5  0．ヰ％   

6．他の医簾機開の療暮病床   12  2．3％  ユ8  5．9％  9  7．5％  59  16％   

7．他の医■横間のその他の病床   0  8．8％  3  8．5％  0  0．0％  〕  02％   

8．自練の一般満床（10．の鋼線を除く）   2  0．4％  2  0，3％  0  ′ 0．0％  4  D二‡％   

9．自陳の介荘療養病床＜新規＞   29  5．7％  27  ヰ．2％  3  2．5％  59  q．6％   

10．自院の障亨寺施設等入院基本料事定  
病棟   1  0，2％  ロ  0．2％  0  0．D％  2  0：！％   

11．自扶のその他の病床   3  0．る％  3  0．5％  0  0．0％  6  0．5％   

1之．その他．   16  3．1％  ロ  1．7％  1  l；’・  28  22％   

無回答   5  1．0％  7  1．1％  ロ  ●；・・  1コ  1．0％   
全 体   511  1（X）．0％  639  1tX】．0％  1：10  1【X）．0％  1′之7D  1〔旧．0％  

1，糖尿病   201 13．袖  469 2ユ．6％  ●118 15．4％  788 18．7％   

2，不整脈   十I 3．0％  85  ヰ．3％  2ヱ  ヱ．9％  151 二）．6％   
3，急性心不全   8  0．5％  13  0．m  19  2．5％  qO  O．9％   

4．慢性心不全   152 10．4％  231 11．6％  1G】 21．3％  546 13．0％   

5．高血圧症   353 2ヰ．1％  468 2：l．5％  1ユ7 17．9％  ・；     ・・   

6，虚血性心疾患 117  8．0％  1二i8  6．9％  ヰq  5，8％  299  7．1％   

7．書性誹且   21 1．4％  39  2．0％  8  1．0％  68 1．6％   

8．大槌書頚部書祈   128  8．之％  114  5．7％  38  5．0％  ヱ乃  6．5％   

9′ 脊椎」王i良書折   55  3．8％  ヰ4  2．ユ％  10  1．3％  1（p  2．6％   
10．その他の骨折 58  4，0％  61 ：）．1％  9  1．ヱ％  128  3．0％   

1】．関節リウマチ   36  2．5％  ・ 40  ヱ．0％  13  1．7％  89  之．1％   

12．アルツハイマー病   85  S．8％  124 ‘．2％  38  5．0％  247  5．9％   

13．アルツハイマー病以外の認知痘  ヱ18 1ヰ．9％  之91 14．6％  94 12．3％  60二1 1ヰ．3％   
川 矢指症   3！l 之．7％  88  4．4％  37  4．8％  164  3．9％   
】5．品性解欄   帥  q．ヰ％  ヱ5  1．3％  0  0．0％  89  2．1％   

】6．忘梗暮   ■ ‥     ●■ ■  685 34．4％  241 31．5％  139Z 33．0％   

ユ   川   12ユ  8j％  Z23 11．2％  87 11．1％  43之 10．2％   

柑．片側不全腐欄   139  9．5％  260 13．1％  111 1ヰ．5％  510 1乙1％   
19．四肢麻痺   59  4．0％  159  8．0％  59  7．7％  277  6．6％   

20．仮性球麻ヰ   30  2．1％  ；    …・  3ヰ  4．4％  11之  3．4％   

2t．気管支喘息   45  】．1％  Sヱ  之．6％  35  ヰ．6％  132  3．1％   

22．1■閉纂（イレウス）   15  1．0％  1（〉  0．8％  15  之．0％  ヰ6  1．1％   

23．肝不全   5  0．ユ％  2  0．1％  3  0．4％  1（】 0．2％   
2ヰ．がん（悪性止痛）   81 55％  100  5．ヰ％  71 9．3％  268  6．2％   
25．乍不全   39 2．7％   

（）   



【故地別比毀（全病院）】  【級地別比較（全病院）】  

暮間層状況（複数回筈）【国表10】  ■感染症（複数回筈）【図表9】  

1－6緑地  

医療区分1   医■区分2   医丑区分3   全 体  
（∩三1．001）   （什三1．8コ1ト   （∩＝乃8）   （∩＝ユ．710）   

1．脱水   29  2．7％  1ヰ0  7．6％  1ヰD  17．5％  31方  8．3％   
2．妄想   12  ■1．1％  67  3，7％  13  1．6【粘  92  之5％   
3．発熱   11  l．0％  162  8月％  279  35．弼  152  1乙2t‰   
4．幻薫   l．0％  37  2．0（絡  20  ．乙5％  68  1．8％   
5．■吐   6  0．6％  25  1．1％  37  4．6％  t姐  1．8％   
6．胸水   3  0．3％  之1  1．1％  ヰ7  5，9％  71  1．9％   
7．11水   ヰ  0．1t鵜  8  0．4％  8  1．0％  ーZO  0．5％   

8．消化tの通過lヰ書（癌を伴う）   1  0．1％  10  0．S％  9  1．1％  20  0．5％   

9．消化t等の体内出血＜新規＞   0  0．0％  16  0．9％  21  2．6％  37  1．0％   

10，★血く新規＞   Z6  2．4％  85  ヰ．6％  70  8．8％  181  t9％   

‖＿ めまい＜新規＞   1ヱ  1．1％  之3  1．コ％  5  0．6％  qO  1．1％   

1Z．便秘＜新瀾＞   ヱ10  19．q％  625  34．1％  280  35．1％  1．115  30．1‘池   

】3．尿、便失禁＜新規＞   395  36．5％  1．11ヰ  50．8％  581  7乙8％  乙0鋼）  56．3％  

1～6故地  

医療区分1   匡■区分2   区点区分ユ   全 体  
（n＝1′鎚1）   （∩＝1．831）＝   （n＝798）   （∩＝3ノ10）   

1．抗生物質耐性菌感染（たとえばMR5A）   8  0，7％  36  2．0％  39  4．9％  83  2．2％   
2．後天性免疫不全症條♯（HⅣ厳染含  
む）   0  0．0％  0  0．01％  D  0．0％  ○  0．0％   

3．ウイルス性肝炎   之3  2．1％  Z4  1．3％  14  1．8％  61  16％   

ヰ．上気遭感染   1  0，4％  20  1．1％  1q  1．8％  38  10％   

5．敗血症   ～  0．21池  3  0．2％  4  0．5％  9  82％   
6．結抜   7  0．6％  3  0．2％  3  0．ヰ％  13  ●・・・   
7．インフルエンザ＜新規＞   D  0．D％  1  0．1％  2  0．3t殆  3  0．1％   

8．■鵬炎＜新規＞   ヰ  0．1％  9  8．5％  15  1．9％  28  0．8％   

9．髄属炎＜新規＞   0．1％  1  0．1％  2   0．3％  ヰ  0．1％  

1．抗生物井耐性菌重染（たとえばMRSÅ）   
2＿杜夫任免疫不全症惧群（HIV療染含  
む）   0  0．O一泊  Z  0．1％  1  0．1％  ． 3  0．1％   
3，ウイルス性肝炎 ◆ 8  0．5％  17  0．9％  2  0，3％  Z7  0．6％   

4．上気；暮雲染   1  0．1％  16  ■ 0．8％  8  1．D％  ヱS  0．6％   

5．敗血症   0  0．0％  4  0，之％  8  1．0（施  ・12  0，コ％   
6ニ持機   ‘  0．1％  ヱ  0．1％  6  0．8（絶  11  8．3％   
7．インフルエンザ＜新規＞   2  0．1％  3  0＿2％  q  0．1％  6  0．1％   

8．■ll炎＜新規＞   7  0，5％  11  0．6％  10  1＿3，も  28  0．7％   

g．良膿炎＜甜＞   0  D．0％  3  0．2％  0  0，0‘絡  3  0，1％   

1．脱水   

2＿ 妄想   之】  1．6％  78  3．9％  18  2．4％  119  2．8％   
3．発熱  25  1．7t給  188  9．5％  24之  31．6％  ヰ55  －10．8％   
4．幻兼   17  1．2％  55  ヱ．8％  11  1．4％  83  2．0％   
S．ヰ吐   ‘  0十Iヽ  25  1．3％   29  3．8％  ・ 68  1．1％   
6．1白水   8  0．5％  35  1息％  51  6．7％  ，ヰ  2．之％   
7．止水   2  0．1％  － 9  0，5t袷  11  1．4％  之2  0．5％   

8＿ 鋼化tの通過膚書（瘍を伴う）   0  0．鵬  11  0．6％  9  1．2％  ZO  0．5％   

9．洲ヒt専の体内出血＜新規＞   0  0，0％  12  0．6％  18  2．4％  30  0．粍   

10．★血＜柑＞   10  2．7％  99  5、0％  7：！  9，1％  ヱ11  5，0％   

】1．めまい＜粕＞   9  0．6％  11  0．7％  】  0．ヰ％  26  0．6％   

1乙 便秘く新鶴＞   コ3j  2之．8％  639  32．1％  2防  Z6．8％  1．177  27．9％   

13．尿、優失禁＜新規＞ ′   糾1  43．8t‰  1．0ヰq  5之．5％  ■ ヰ11  57．6％  2．12‘  50．勺％   

10  

【級地別比較（全病院）】  【級地別比較（全病院）】  

■栄兼摂取の方法（複数回筈）【包表13】  ■処置・治療（複数回苔）【国表11】  

（∩＝1，001）   （∩－1．8芦1）   （∩＝798）   （∩孟3，710）   

1．中心静脈柴暮   1一色紐地   直杜区分1   匿t区分2   臣覆区分3   全 体   ■             0  0．（〉lね  0  0．0％  Z52  316％  252  ●68‘鵜  2．末縞静脆栄華  1之  1．1一光  51  2，8％  97  1ヱ2（払  1蘭  13％  3．軽t鳶糞（繰■等．■■）  217  20．1％  85さ  ヰ6．ア‰  3糾  48．1％  1．156  39．2【給  （再細）練t栄養（鞋▲専（F■を除 く））  62  5．7t池  2ヱ5  1之．3％  1ユ3  16ア絡  420  113％  （再穐）経書栄養（■儀）  15；  14．3％  6j2  34．S％  25ユ  317t鵜  1餌0  Z8㈹  4．いすれか1つ以上該当  Z28  21．1％  89コ  q8，8％  6SO  81．5％  1．771  17．7％  
1～6級坤  

匿女区分1   医療区分之こ   匿■区分3   全 体  
（∩＝1．001）   （∩＝1′831）   二（n＝乃8） ■   、（∩≡】．710） 

1．抗がん刑療法   1  0．1％  7  0．4t鵜  1  0．1％  9  0．2％   
2．■ヰ、平壌、人工肛Mなどの礪の処  
t   100  9．〕l貼  ヰ17  24．4％  ヱ27  28．ヰ％  77ヰ  io．9％   

3．放射線冶血   0  0．0％  n  0．1％  口  0．1％  2  0．1％   

4．吸引（1日1一｝7匡り   56  5．2％  1ヰ1  7．7％  1ヱ7  15．9％  324  87一泊   

5．輸血   0  0．0％  ヰ  ．0．2％  ■12  1．5％  1‘  0．ヰ％   

6．緩和ケア   ヰ  0．4t粘  17  0．9％  10  1．3％  31  0．8t絡   

7．＃痛コントロール   17  1．6％  53   Z．9％  Zl  3．0％  94  25【給   

8，膀胱腎t九テーテル   62  5．7％  1糾  10．恥  216  27．1％  46之  1乙5％   

9．血♯チェック（遇1画一182回）  30  2．8％  273  14．9％  147  18．1％  450  1Z．1％   

柑．インスリン皮下5主射 1Z  1．1％  15之  8jt鵜  58  13％  ヱZ2  6．0％  

1，中心静服崇暮  0  0．隅  － 0  0．0％  1一は  193％  148  ユ5％  2．未納静廟栄養  18  1．2％  69・  3．5％  159  208％  246  58％  3．経管栄養（縫■零、■傷）  284  19．1％  835  12．0％  3ZB  ヰ2．9％  1．ヰ疇7  31．3％  （再掲）餞t朱書（＃1等（■■を 除く〉）  90  6．2％  30ヱ  15，2％  11ユ  148％  505  1二20％  （再穐）簸事兼暮（■繍）  1舛  13．3％  533  2も．8％  217  28－1％  9JH  2ヱq％  いすれか1つ以上該当  299  20．S％  891  44．8％  549  71．8t‰  1．73つ  ql．ヱ％   1．抗がん刑ホ法   3  ’0．2％  1  0．2％  3  0．q％  10  0．2％   
2．■■、官■、人工旺∩などの♯の処  
1   112  17t賂  ’359  18．弼  17ち  23．3％  糾9  151¶I   

3．放射線治療   0  ‘0．m  0  0．0％  8  0，0％  0  0¢％   

4．吸引（1日1－7巨け   89  6．1％  128  6．4％  86  11．2％  3旧  721鵜   
5，輸血   0   

6．江和ケア   5  0，コ％  1ヰ  D．m  13  1．7％  32  08％   

7∴尾痛コントロール   28  1．9％  5ヰ  2．7％  Z5  33％  107  25％   

8．膀胱腎■カテーテル   71  4．，％  2ヰ1  1之．1％  ZZ7  之9．7％  539  128％   

9．血積チエ・ツク（遇1周一1日之回）  3∠l  之．3，ら  之20  11．1％  88  11．5％  31Z  81％   

10．インスリン皮下注射   3：I  2．3％  1糾  8．2く絡  52  6．8％  之19  5．9％   

■リハビリテーションを要す状態（過去3日間における必要性）【図表14】  

∵匿覆区分1∵     ●医療区分2     1匿丸底分3   ’全 体    ＼（∩去1：侃1）ノ・   タ■せ（n三か】1      ：（も≡乃8）■十   ノ小≧】710）  1．特にリハビリテ丁ションは必羊ではない  253  之）．q％  557   ●・・・   289  36．2％  1∞9  ● ■一  2．維持的リハビリテーションが必羊な状 ■  Sヰ8  50．7■％  916   SO．【門も   】70  16．1％  1．8ユl  49．1％  3．積極的リハビリテーションが必羊な状 惣  196  18．1％  312   17．び払   11≦l  1ヰ．9％  627  16．9％  無回答  8ヰ．  7．8％  46   2．5％   2D  2．5％  150  ・－・・  全 体  1．081  1∝l．0％  1．831   100．0％   欄  1（氾．0一弘  3．710  100．0％  ■状態の安定性（複数回筈）【国表12】  

叫1丁一・6故地「． J一・            ・Jナ  

空     「■  
・ト   

1．個よにおけるt理が必手   9  －0．8％   20   1．1％  ヰ8    6．0％  ■  77    乙1％   
2．急性虎杖が発生したり再無性や犠牲  

の問題が再燃した   ヱ2  乙0％   79   ヰ．3％  ・ 138   17．3％  239    6．ヰ％   
3．末期の疾患であり、余命が‘カ月以  
下である 6  0．6％   18   1．8％  51   も．1％  75    2㈹   
4．床上安静の緒禾あり＜新規＞   〕6  3．3％   13之   12％  糾   8．0％  Zj2    6．3％  2，維持的リハビリテーションが必羊な状  5乃  39．5％  9S7  ヰ8．1％  319  15．6％  1．斯  中l．7％   

3．積極的リハヒリテーションが必羊な状  ヱ08  1q・享％  244  1Z．3％  67  8．8％  519  12．3％   1．特lこり′ヽどリテーションは必羊ではない  637  43．6％  671  3二】．7％  コZ之  12二1％  1630  38乃   ●                   惣  ’                k回答  コ9  ヱ，7％  117  5．9％  之7  3．5％  183  13％  全 体  1．ヰ62  1∝〉．㈹  1，989  1【氾．0％  765  1∝）．0％  4．216  1∝I．0％   
1．t圭におけるt理が必暮   9  0．6，も  18  0．9％  68  8．9％  95  2j％   
2．急性丘状が発生したリー発色やす性  

の問靂が再燃した   13  0．9％  45  ヱ．3％  113  11，8％  171  ヰ1％   

3．末期の疾1であり、余命が8カ月以  
下である   十  0．3％  19  1．隅  58  7．6％  81  1，9％   

4．床上安静の指示あり＜用＞   39  之．7％  65  3．3％  81  1【】．6％  185  4．ヰ％   
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【故地別比較（全病院）】  【銀地別比較（全病院）】  

■リハビリテーションを要す状飽（再掲）［匝表15】  

一必要な状態－の場合、発症してからの日数  
■処置・治療 身体抑制【国表171  

匡正区分l   医！嚢区分2   医覆区5すユ  

（∩＝1一鱒1）   （∩〒1．831）   い＝798）   （∩＝ブヨ′710）   

1．身体抑制宜した   176  16．3％  486  26．5％  ユ心  Z5．8％  868  2】．ヰ％   

2．身体抑制をしなかった   851  78．7％  1．276  69．7％  5乃  71．8％  2．700  7乙8％   

∴田二   1～6故地              全 体                                                    5ヰ  5．0％  69  3．8％  1う  2．4％  142  3．8％  全 体  1．081  1DO．0％  1．831  1（刀．0％  798  100．0％  3．710  100．0％  1－6級地   臣ま区分1   医■区分之   医療区分〕   全 体   （n＝7中l）   （∩＝1′辺8）   （咋鱒9）   （n宇；Z．鴨1）  1．川口以下  4  0．5％  18  15％  ZZ  4．5【施  4ヰ  1．8％  2．ほ日から30日以下  6  0．8％  60  4．9％  1】  2．7％  79  3．2％  3，3】日から，0日以下  1二）6  18．コ％  119  9．7％  61  1：Z＿5％  316  1之．8％  4．91日から柑8日以下  1【X）  1二】．q％  13ヰ  10．9％  S8  11．9％  292  11．9％  5．181日以上  462  62．1％  879  71．6％  324  66．3％  1′鎚5  67．7％   ロニ  36  4．8％  18  1．5％  11  2，2％  65  2．6％  全 体  7年Il（X）．ロ％   1．Z28  1【氾．0％  189   100．D％  2．461  100．0％  
・1．身体抑制をした   3（岨121．1％   427 之1．5％  162 21．2％   897 ヱ1．】％   

2．身体抑制をしなかった   1．070 73．2％ 1．483 7ヰ．6％． 585 76．5％  3．1ユ8 74．4％   

無回答   8年  5．7％   79  ヰ．0％   18  2．4％  181 4．3％   

全 体   1．46：！1（氾．D％ 1．9891∝l．0％   7‘51〔旧．0％  4．2161∝l．【I％   

2．15日から38日以下   1．H＝〕以下  9  1．1％  2之  1．8％  1  0．7％  3ヰ  1．4％    5  0．6％  56  4フ％  5  1．2％  66  之フ％  3．31日から別）日以下  1】9  17．7％  98  8．2％  30  7．之％  ヱ67  11．1％  4，引日から柑0日以下  1Z5  ，15．9％  136  11．3％  55  1：】．2％  316  13．2％  5－181日以上  477  68．邦  859  71．5％  ・322  77．4％  1．6う8  69．0％  無回答  31  3．9％  30  2．5％  B  d．2％  6コ  ヱ．6％  全 体  786  1〔氾．ロ％  1．之01  1【氾．0％  ・11（〉  1（札0％  2．朝刀  1〔にLO％   ※「身体P州をした」の走■は下記のとおり．   
「1，四肢の押削「b．体僻もの仰■」「Gベッドを斗（サイドレーJし）で育むJrd介蛛衣（つなぎ服）の着用＝rL■いすや欄干か  
ら立ち上がれないょう1こすも（¶嘲のたぬの燥ベルトや立ち上がれなし、≠子の憬胃）】り ミトンの使用倖鴇の払鴇即納）j【上居   
士専への礪札（患者の重患による出入りの軸限）」のいす九かに††．九日は実施しなかった」または「Z竃日興施した」と国書  

■リハビリテーションの実施（棟数回答）【国表16】  

1・－、6級地 

（∩三1．旬1）   一（∩＝1，831）∴   √（言呈乃8） J・～医環区分】∴一′   ・医療区分之イ．♪∴1   言二・寧震区分3－「‘   L全，体I 
a．心大血t疾患リハビリテーション（1）   0．1％    0．1％  0  0．m  2  01％   

b．心大血t疾曇リハビリテーション（Ⅱ）  ヱ  0．2％  1  0．1％    ● ・  4  0，1％   
亡．応血tま象讐リハビリテーション（【）  〕47  32．1％  6】8  34．8t施  287  36．m  1，之72  34．3％   
d，6血t疾患零リハビリテーション（Ⅱ）  ヨ9  3．6％  112  6．1％  39  ヰ．9％  190  5．1％   
e．ぷ血t疾患鬱リハビリテーション（Ⅱ）  50  4．6％  83  4．5％  17  ●■  150  1．0％   
f．連動掛Jハビリテーション（l）   1亀  15．研ん  1も6  9．1％  51  6．8％  】82  1t）．3％   
g．運輸姜リハビリテーション（正）   17  1．6％  31  1．m  9  1．1％  57  1．5％   

h．呼吸灘リハビリテーション（＝   10  8．9％  13  0．7％  19  2．1％  4Z  1．1t‰   

事．呼吸♯リハビリテーション‖‖   0．1％    0．1％  0  0．0％  2  0．1％   
j．摂食機能療法   71  6．6％  181  9．9％  87  10，9％  339 9．1％   

k集団コミュニケ～ション■法   由  0．9％  6  D．3％  0  0．0％  16  0．1％  

8．心大血t疾患リハピ・）テーション（【）   0．1％  ヱ  0．1％  0  0．01鵜  3  0．1％   

b．心大血t疾患リハビリテーション（n）  0  0．0％  0  0．D％  0  0，弼  0  0．0％   

亡．6血サ疾上等リハビリテーション（Ⅰ）  142  9．m  ｝99  ZO．1％  159  20．8％  7∝）  16，6％   

d．鮮血曽疾患書リハビリテーション（Ⅱ）  UZ  9．0％  211  10．6％  52  6．8％  395  9．4％   

亡，邑血書疾患事リハビリテーション（Ⅳ）  7コ  5．0％  1之〕  6．Z％  ユ7  4．8％  233  5．5％   

r，連動蕃リハビリテーション（Ⅰ）   三っ1  u▲8％  ヱヱ5  11j％  ・ニ  8．91粍  ノ  11．1％   

9．通勤＃リハビリテーション（Ⅱ）   50  3．4％  40  2．0％  2  0．3％  92  2，2％   

h．呼吸華リハビリテーうぅン‖）   3  8．2％  12  0．6％  11  ；・・  29  l ■・   

l＿呼吸さリハビリテーション（Ⅱ）   ユ  0．1％  6  0．3％  6  l；・．  14  0．3％   

‘▼．しU＝   27  1．8％  77  3．9％  1Z  5，5％  146  35％   

k．暮団コミュニケーション療法   6  0．4％  
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別粟  
人事院規則で定める地域及び当按地域に準じる地域  

人事院規則九一四九第2粂に規定する地域  匝亘重 機地別比較」について  

本資料における「級地」とは、診療報酬点数表における「A218 地域加算」  

の算定対象となる地域を指す。具体的な地域名は別紙参照。   
診凍報酬の算定方法（平成20年厚生労働省告示第59号）における記載は  

以下の通り。  

級地区分  都道府県   地  域   
1級地  泉許臥  特別区   

2敵地  茨城県  取手市  

埼玉膿  和光市  
干葉県  成田市、印西市  

東京都  武薪野市、町田市、国分寺市、国立市、福生市、狛江市、清瀬市、多摩  

市、稲城市、西東女市  

神奈川県  鎌倉市、厚木市  

大阪府  大阪市、守口市、門真市  

兵庫県  芦屋市   
3級地  茨城県  つくば市  

埼玉県  さいたま市、志木市  

干葉県  船確市、浦安市、袖ヶ浦市  

東京都  八王子市、立川市、府中市、昭島市、別布市、′ト平市、日野市  

神奈川県  横浜市こ川崎市、海老名市  

愛知県  名古屋市、刈谷市、豊田市  

大阪府  吹田市、高槻市、寝息川市、実歴市、木石市  

兵耳県  西富市、宝塚市  

奈良県  天理市   
4巌地  茨城県  水戸市、土清市、守谷市  

埼玉県  鶴ヶ島市  
千葉県  干葉市、市川市、松戸市、富津市、四街道市  

東京葡  三鷹市、t悔市、東村山市、あきろ野市  

神奈川県  藤沢市、茅ヶ崎市、相模原市、大和市  

愛知無  豊明市  
三重県  鈴鹿市  
滋賀県  大藩市、草津市  

京都府  京都市  
大阪府  豊ヰ市、池眉市、枚方市、茨木市、八尾市  

兵ヰ県  神戸市、尼崎有  

奈良県  奈良市、大和郡山市  

広島県  広島市  
福岡膿  橿甲市   

5級地  宮城県  仙台市  

茨妓県  日立市、古河市、牛久市、ひたちなか市  

栃木県  宇都宮市   

A218 地域加算（1日につき）  

点
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1
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注 一般撒の職員の給与に関する法律（昭和25年法律弟95号）第11粂の3第L   

項に規定する人事院規則で定める地域その他の厚生労働大臣が定める地域に   

所在する保険医療横島引こ入院している患者（第1節の入院基本料（特別入院   

基本料を含む。）、第3節の特定入院料又は第4節の短期滞在手術基本料の   

うち、地域加算を算定できるものを現に算定している患者に限る。）につい   

て、同令で定める級地区分に準じて、所定点数に加算する．  

加算 －1－   
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埼玉県  川越市、川口市、行田市、所沢市、飯能市」加須市、真松山市、越谷市、  

戸田市、入間市く朝霞市、三郷市  

千葉県  茂原市、佐倉市、相市、市原市、白井市  

神奈川県  平塚市、秦野市  

山梨県  甲府市  
静岡県  静岡市、沼津市、御殿場市  

愛知県  瀬戸市、碧南市、西尾市、大府市、知多市  

三王県  津市、週日市布  

敦賀爪  守山市 
京都府  宇治市、1阿市、京田辺市  

大坂府  河内長野市、和泉市、羽曳野市＼藤井寺市  

兵互井  伊丹市、三日市  

奈良欄  大和膚旧市、橿原市   

6級地  北海道 ■  札幌市  

宮城県  名取市、多賀城市  

茨城県  倉lヶ崎市、筑酉市  

栃木欄  鹿沼市、小山市、大田原市  

群馬県  前欄市、ホ崎市、大田市  

埼玉県  熊谷市、春日部市、鴻巣市、上尾市、♯加市、久書市、坂戸市こ比企郡鳩  

山町、北埼玉郡北川辺庫、北茶筒郡栗橋町、北葛飾郡杉戸町  

千葉丑  野田市、真金市、流山市、八街市、印＃耶酒々井町、印旛郡集町  

東女都  武蔵村山市  
神奈川県  小田原市、三浦市  

書山県  書山市  
石川県  金沢市  
福井県  擢井市  
長野県  長野市、松本市、押妨市  

岐阜県  岐ヰ市、大垣市∴多治見市、美濃加茂市  

静岡県  浜松市、三島市、書士官市、書土市、磐田市、焼離市、軌l怖、袋井市  

愛知県  豊橋市、岡崎市、一宮市、半田市、春日井市、津島市、安城市、犬山市、  

江南市、小牧市、稲沢市、東海市、知立市、愛酉市、弥富市、百事日井郡  

豊山町、百加茂郡三好町  

三重県  桑名市、名彊市、伊賀市  

滋賀県  彦枝市、長浜市  

京都府  向日市、木＊川市  

大阪府  柏原市、泉南市、四条畷市、交野市、阪南市、泉南郡熊取町、泉南都田尻  

町、南河内郡太子町  

兵】書県  姫路市、明石市、加古川市、三木市  

奈良県  坪井市、香芝市、宇陀市、生駒郡長鳩町、北葛城郡王寺町  

和歌山県  和歌山市、棟木市   

備考 この衰の「地域J柵こ掲げる名称は、平成20年4月1日においてそれらの名称を有ナ  

る市、町又は特別区の同日における区域によって示された地域を示し、モの後における  

それらの名称の変更又はそれらの名称を有するものの区域の変更によって影響されるも  
りではない。  

人事院須貝灯九一匹九附則第2粂に規定する地域  

頓地区分  都道府県   ℡ 定 指 定 地 域   
4級地  神奈川≠  横須潔市  

大阪府  堺市、東大阪市   

5級地  神奈川県  三浦郡葉山町  

大阪府  岸和田市、泉大♯市、貝塚市、泉佐覇市、富田林市   

6故地  一こ■こ‘  北九州市  

長崎県  泉崎市  
備考 この表のー暫定指定地軌靂耶こ掲げる名称は、平成20年4 

称履有ナる市又は町の同日における区域によって示された地域を示し、その後における  

それらの名称の変貫又はモれらの名称を有するものの区域の変王によって影響されるも  
のではない．  

人事院規則で定める地域に準じる地域  
級地区分  春立府県   地  域   
4級地  茨城県  石岡市  

干葉県  習志野市  
東京都  羽村市、日の出町、檜原村、貫久留米市、小金井市  

神奈川1■  愛川町、座間市、綾瀬市  

大阪府  丸木町、摂離市  

広島県  府中町   
5級地  茨城鼎  那珂市、東海村、阿見町  

埼玉県  羽生市、鳩ヶ谷市、蕨市、書士見市、新座市、三芳町、狭山市  

千葉県  我孫子市、鎌ヶ谷市、八千代市、量柄町、長南町、木王濃市、君濃市  

東京＃  奥多摩町  

神奈川県  伊勢原市、逗子市、清川村■、＃川町、山北町  

愛知凧■  尾張旭市、長久手町  

滋賀県  栗東市  
京都府  甫丹市、久御山町、八幡市、城欄市、宇治田原町   

加算 －3－  
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21． 7． 8  大阪府  松原市、大阪狭山市、豊能町  

兵ヰ県  猪名川町、川西市  

奈良県  御所市   
6級地  宮城県  利府町、七ヶ浜町、村田町  

義妹県  稲敷市、河内町、利損町、つくばみらい市、常総市、坂貞市、境町、五霞  

町、下≠市、八千代町、結城市、桜川市  

栃木県  日光市、－さくら市、壬生町、下野市、栃木市、二宮軋 

群馬県  伊勢崎市、玉村町、吉岡町、大泉町、千代田町、板倉町  

埼玉県  嵐山町、滑川町、大利根町、≠市町、菖蒲町、鷲宮町幸手市、宮代町、  

白岡町、蓮田市、松伏町、吉川市、八朔市、川島町、吉見町、日高市、毛  

呂山町、越生町、ときがわ町、深谷市、胤II市  

千葉県  大網白里町、山武市、富男市、印旛桐、李埜村  

東京都  瑞穂町、東大和市  

神奈川県  中井町、大井町  

長料県  大町市、筑北調、上田市、長和町、下蹄肪町、岡谷高  

岐阜．県  坂祝町、関市、可児市、土岐市、，各務原市、笠松町、羽島市、海津市  

静岡几  小山町、裾野市、島田布い長泉町、清水町、書士川町、芝川町、川抜本  

町、藤枝市、岡部町、森町  

愛知県  扶桑町、大口町、岩倉市、北名盲良市、♯日町、清須市、甚目寺町、美和  

町七宝町、せ江町、日進市、・東郷町、東浦町、阿久比町、常滑市、新城  

市、豊川市、幸田町、高浜市  

三重県  いなペ市、東員町、聯日町、川越町、1山市、木曾岬町  

溢望外  米原市、多賀町 

京都府  長岡京市、井手町、精華町  

大阪府  大東市、岬町 

兵庫丑  加西市、加東市、小野市、ホ砂市、稲美町、旛書町  

奈良井  生駒市、山添村、衰堵町、川西町、河合町、上牧町、広陵町、田原本町、  

葛城市、明日香村、吉野町、曽爾村、平群町、三郷町、五條市  

和歌山県  かつらぎ町、紀の川市、岩出市  

広島県  安芸太田町、熊野町、共布  

福岡県  飯塚市、志＃町、篠栗町、志免町、須志町、大野城申、那珂川町  

佐賀県  佐賀市   

平成20年度  

慢性期入院医療の包括評価に関する調査 集計結果  

施設特性調査  

（追加集計） 

○平成18年度調査と共通する病院の  

施設特性について 

備考 この表のr地域J欄に掲げる名削ま、平成20年4月1日においてそれらの名称を有す  

る市、町又は村の同日における区域によって示された地域を示し、その後におけるそれ  

らの名称の変王又注それらの名称を有するものの区域の変更に上って影℡されるもので  
はない。  
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【共通病院】  

平成20年度慢性期入院医療の包括評価に関する調査  

（施設特性調査（病院）（平成18年共通24病院）集計結果）   

1基本情報  

■施設規模別施設数割合（総病床数）（n＝24）【図表3】   

【全病院】  

平成20年度慢性期入院医療の包括評価に防する調査  

（施設特性調査（病院）集計結果〉   

1基本情報  

■施設規模別施設厳罰合（総病床数）（∩＝136）【匪表1］   
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■施設規模別施設数割合（療養病棟入院基本料算定病床数）（n＝24）【国表4】  ヽ施設規模別施設数割合（療養病棟入院基本料算定病床数）（n＝136）t周表2】  
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 療養病棟入院基本料を算定している病床数  

療養病棟入院基本料を算定している病床数  

2  

【共通病院）   【全病院】  

■承認等の状況別施設勤（n＝136）亡国表5】  

承認等の状況   施設数   

1．地域医療支援病院   

2．病院群輪番制廟院   33   

3．在宅療養支援病院   3   

4・地域連携診寧計画管理病院   0   

5．地域連携診療計画に記載された連携医療機関   42   

■承認等の状況別施設致（nニ24）【図表了】  

承認等の状況   施設数   

1．地域医療支緩病院   

2．病院群橋番制病院   5   

3．在宅療養支援病院   2   

4．地域連携診療計画管理病院   0   

5・地域連携診療町野Iこ記載された連携医療機関   13   

■入院基本料等加算施設数（複数回苔）（∩＝136）【図表6】  

項目   施設数   

診療録管理体制加算   32   

療養病棟療養環境加算1   78   

療養病棟療養環境加算2   16   

療養病棟療養環境加算3  29   

療養病棟療兼環境加算4   9   

栄養管理実施加算   123   

医療安全対策加算   14  

■入院基本料等加井施設数（複数回筈）（∩…＝24）【図表8】  

療養病棟療養環境加算1   

療養病棟療養環境加算2   

療養病棟療t環境加井3   

療養病棟療養環境加算4   

栄華管理実施加贋   23   

医療安全対策加算   項目  施設数  診療録管理体制加算  8    17    2    3    2        2  



【共通病院】  

2病床数の増減状況  2病床数の増減状況  

■医療ま業病棟の病床数が増減した病院における病床数の封ヒ（n＝136）【図表朝  
（平成21年3月と平成20年3月との比較）  

■医療療養病棟の病床数が増減した病浣における病床数の変イヒ（∩＝24）掴表10】  
（平成21年3月と平成2D年3月との比較）  

医療療暮病棟の  
病床数が濃少した病院  

病院数  iべ■床触  病院数  竃べ■床轟   

圧）医療魔手病棟   
4  －89   3   99   

②上記のうち   
病床数全体鈍坤濾分   0   0   8  

③差し引き（①－（》）  

病床数全体の増減を軌、た医血療事病棟の増減致  －89  91  

内訳）一級病床の特殊疾患膚凛病棟   55   

内訳卜般■床の■書書施設■入験暮本銅暮圭■よ   0   0   0   0   

内択）その他一般病床   57   0   0   

内釈）療瑚床の回復期リハビリ子－ねン痍棟   2  57   0   0   

内訳）精神病床   0   0   0   0   

申訳〉毘血保険モの他   8   0   0   0   

内択）介護療暮病床   2  －80  －46   

内訳）介捜保険その他   0   0   －46   

医療療養病機の  
病床数がま少した病院  

病院数  延べ■床数  病院数  ■べ■丘t   

（訓訂腋腋賽病棟   
12  －275  18  542   

Q〉上記のうち   

病床数全体純増減分   0   0   3   55  

③差し引き（（D－②）  

病床数全体の増減を療いた医療療養病棟の増減数   －2丁5    487  

内訳）一般病床の特殊疾患療糞病棟   2  

内訳卜触ホ床の■書書施政尊入扶▲i割算走■柵   3   62  3  113   

内訳）その他一般病床   5   7   9  －139   

内訳）療御庄の回復期リノ叱■リテーわン病棟   7  183  2  －20   

内訳）雫l＃■床   0   0   0   0   

内訳）匿■保険その他   0   0   －50   

内l尺）介且正土井床   3  －1DO  ‖  －446  

内訳）介雄保欄汗の他   12   2   54   

【全病院】  【共通病院】  

3医療療養病棟における職Å配tの封ヒ（20年2月→21年2月）  3医療療養病礫における職良配置の変化（20年2月→21年2月）  

■医療療養病棟におけるヰÅ1人当たり患者数の射ヒ【図表11】  
（20年2月→21年2月）（∩＝122、単位：人）  

1医療療養病棟における職人1人当たり点者数の変イヒ【図表12】  

（20年2月→21年2月）（n＝22、単位：人）  

平成20年2月  平成21年2月   

平均値  15．7   15．4  

中央値   15．7   15．3  
看護職員l人  
当たりの患者数                 最／廿値   4．7   5．1  

最不値   33．0   27．5  

壌準備養   4．7   4．3   

平均値   15．8   15．6  

看護補助者1人  15．7   15．3  

当たりの患者数  2．5   4．5  

最大噂   31．5   38．0  

標準偏差   4，3   4．4   

※2期間lこおいて医ま療事病棟を有する共通病院（122病院）を集計．   

20年2月  21年2月   

平均値   15．g   15．8  

中央値   14．9   15．2  
看護職鼻1人  
当たりの患者数                最小値   6，9   丁．0  

最大値   33．0   23．8  

標準偏差   4．8   3．5   

平均値   16．9   16．8  

中央値   17．0   16．3  
補助者譲者．1人 当たの                最小値   
り患者数  9．4   8．1  

最大値   23．5   38．0  

標準偏差   4．0   5．0   

※2期間において医療優暮病棟を著する病院（22病院）を集札  

く算出式＞  

書捜t■1人当たりの患者数＝1日平均土着乱／1■技師と旛書証師の月延べ勤精時間秋日勤＋夜勤）／（月の日数y之4時間  

著雄補助者1人当たりの患者数三18平均患者数．／け株補助者の月iべ勧糟時Ⅶ数（日勤＋夜勤）／（月の日数x24時間）l  

＜書出式＞  

書擾斗■1人当たりの£書敷＝1日平均点有数／I署捜師と准■技師の月延べ勤務時Ⅶ雛日勤＋夜勤）／（月の日蝕×2碩MⅢ  

書江補助者1人当たりの患者数＝18平均慮寺蝕／t■護補助書の月なべ勤務時間数（日勤＋夜勤）／（月の日数X24晴剛   



【全病院】  【共通病院】  

4医療療養病棟における入退院患者の構成の変化  

■医療療養病棟の入院元別100床当り新入院（転裸）患者数および構成比【国表13】  
（n二＝129、単位：人、％）（平成21年2月中）  

4医療療養病棟における入退院患者の構成の変化   

■医療療養病棟の入院元別100床当り新入院（転凱患者数および構成比【図表14】  
（n＝22、単位：人、％）（平成21年2月中）  

入院（転機）元  雲呑勲  構成比   

自宅（訪問診療、訪問看雄等 なし）   l，66  12．3ヽ  

自宅（訪聞鯵♯＿訪問t辻事あり）   0．5t  ユ．8X  

書鞘老人ホーム等■   0．26  乙Ol  
介壇老人橿祉施投（特別壬護毛人ホーム）  D．ユ7  ：’ヽ  

院外                               介旺老人保幌設   D．19  3．61  

他の医♯撫蘭の一般ホ床   5，28  39．1X  
他の医療牡餌の鑑療寧義病床   0，3†  2．3l  
他の医女機叫の介凛膚凛■床   0．03  0．2l  
他の医■盤脚の回せ期リハビリテーシ】ン病棟  0．ヱ5  1，91  

他の医女権脚のその他の病床   0D：l  8．21   
自宅（訪問診療．訪問■壇専 あり）   0．09  0．71  

有料老人ホーム尊■   0，的  0，71  
介煉老人禰祉施投（特別糞虔老人ホーム）  0．02  0．tl  

（再掲）  0．37  2．Tl  

院外のうち 同一法人内  1．46  10．鮪  

の壌含  D．06  04l  

他の医■機Mの介雄療暮病床   D．∝〉  8，01  

他の医療≠帥の画す期リノ叱■■斤－ション病棟  8．07  0，5l  

他の虔療礁朋のその他の痍床   8，00  D．0～   
白味の一般病床   3．42  25．4l  

白味の回復期リハビリテーション鏡棟   016  1．ヱヽ  

自睨の至急性期病床   0．【泊  0．（穐  

院内                       自院の持株疾量病欄（入院医療甘理科）  8．00  0．m  

自院の陣書手施設等入院よ本料∫定病棟  8．2g  乙2l  

自院の介且療糞病床   0．3S  2．8l  
自院のその他の病床   0．07  0．5t   

不明  0．M  0．3l   

合計  13．52  100．〔鴨   

入院（雷孟捜）元  患者数  構成比   

自宅（訪問診療、訪問手旗等 なし）   】．1了  1乙Ol  

自宅（訪問診■、鮪聞書換専あり）   0．66  6．7l  

有料老人ホーム事雛   0．36  3．7t  
介雄老人橿祉施性（特別義雄老人ホーム）  0．66  6．7l  

院外                               介穫老人保線施設   0．■1  ヰ．9t  

他の医療機関の一般病床   〇．39  34，81  
他の医療機朋の匿■薇暮病床   0．68  8．7l  
他の医■磯朋の介覆■暮病床 0．【】q  0．01  
他の医療牡叫の画壇期■小ビ肝－シュン病棟  8．DT  0．了l  

他の医療機関のその他の病床   0．04  0．1ヽ   
自宅（訪問診療、訪問t護事 あり）   0．1l  11ヽ  

有料老人ホーム専事   O」8  1．9l  
介撞着人柵祉施設（特別憂穫老人ホーム）  0．08  ロ．Ol  

（再掲）  0．ココ  】lヽ  

院外のうち 同一法人内  q．73  7．5l  

の場合  0．18  1．gl  

他の医療機瀾の介覆療事■床   0．00  0．01  
他の医療機爛の回復期り／叱’リテべ′】ン病棟  0，04  0．4l  

他の医療祉叫のモの他の病床   0．08  0．01   
自陳の一般病床   1．50  15．1～  

自院の回復期り止▲】斤一泊ン病棟   D．●0  4．1‡  

自l完の重点性期病床  8．00  0．Ot  

院内                        自院の持株疾ま蠣欄（入院医♯t理科）  0，DO  0．（）l  

自院の陣書手施股琴入院基本料算定病棟  0．柑  1．汎  

自鏡の介Il瘍糞病床   8．】5  1．5■  

白焼のその他の病床   0．04  0＋◆ヽ   

不明  0．0丁  D．7t   

合一十  9．Tl  1【〉0．（粍   

※有料老人ホーム琴＝グル榊プ7トーム、ケアハウス（軽費老人ホーム）を含む  ※有料老人ホーム等．グループホーム、ケアハウス（経文老人ホーム）を含む  

10  

r全病院】  【共通病院】   

■医加美病棟の由良先即00床当り退院（転削患者数および構成比【図表16】  

（n＝22、単位：人、％）  

■医療療養病棟の退院先別100床当り退院（転機）患者数および構成比【国表15】  
（n＝129、単位：人、％）  

退院（転棟）先  患者数  績成比   

自宅（訪問診療、新聞書護専なし）   1．28  12．2t  

自宅（訪問診療＿訪問事性等あり）   0・66  6．罰  

有料毛人ホーム尊1   D．48  3．81  

介護老人礼祉属投（特別暮積善人ホーム）  0．55  5．2l  

l完外  】．02  9，丁～  

他の医ま機関の一般病床   1．24  11．8t  
他の医療線的の歴■ホ糞病應   0．26  乙ヰl  
他の医療機朋の介穫触糞病床   0．04  0．罰  
他の医療醜関の回す期り／叱‾里」ション病棟  ．8．0－l  0．ユー  

他の医療機関のその他の病床   0．00  0．t株   
自宅（訪問診療、訪問書雄琴あり）   ¢．†8  l．7l  

有料毛人ホーム等※   0．04  0．3t  

介雄老人禰祉施設（特別t比毛人ホーム）  0．07  0†l  

（再掲）  0，ち2  5．鍋  

院外のうち 同一法人  0．22  2，1l  

内の犠含  D－04  0．3t  

他の医儀機関の介護機雷■床   8．00  0．Ot  
他の医♯穐蘭の回復期り／叱－リテーション病棟  0．帥  0．3l  

他の医療機関のその他の病床   0．00  8．ml   
自l吏の一触病床   0．26  コ4ヽ  

自院の回復期リノ叱▲■片－シ】ン病棟   0．00  0．Dl  

自院の重患性期欄席   0．（X）  0．Ol  

l亮内                       自陳の特殊疾患病捜（入戌匿■管理料）  0．【IO  0Ot  

自院の陣書書誌投書入牒暮本科書宝病棟  0．Ol  0．7l  

自尿の介穫療暮病床   0．66  6．31  
自院のその他の病床   0．0ヰ  D．3t   

不明  0．0丁  0．丁）i   

死亡退院  2．7ヰ  26．Ol   

合計  10．58  100．【痛   

遺族（転繍）先  憲有数  構成比   

自宅（訪問診療、訪問t覆等 なし）   2．54  18．肪  

自宅（訪問診療、訪問雷紐等 あり）   】．12  8．Ot  

青銅老人ホーム等暮   0．35  乙5l  

介穫老人雑祉施設（特別養護者人ホーム）  0．58  十1ヽ  

院外                                介雄老人保健施劇   1．16  8．2l  

他の直中機醐の一般ホ床   1．86  1：12l  
他の医療樵蘭の医丘瘍糞病床   0．2D  15ヽ  
他の医療醜聞の介護♯暮■床   n83  8．21  
他の医療機関の回す期り／叱’●庁▼わン病棟  0．02  Q1ヽ  

他の医療捜開のその他の病床   0．12  0．81   
自宅（訪問診療、三方聞書擾書 あり）   020  1．5t  

有料老人ホーム専事   0．06  0，4t  
介往老人積祉庵農（特別霊雄老人ホーム）  D．08  0．ヰl  

（再事ち）  0．85  4．61  

院外のうち 周一法人内  0．51  36～  

の士l舎  0．04  0．3l  

他の声止血別の介荘正暮ホ床   0．∝l  D．01  
他の医療札聞の回復期り／叱－一行－ション病棟  0．D】  q．1‡  

他の匡女機関のその他の■氏   n【X〉  0．01   

自統の「融病床   0．61  」◆l  

自痍の回復期り′せ■リテ一泊ン病棟   P．05  0．3ヽ  

〔‖読の至急性期病床   0．00  0．Ol  
l完内                       白院の特殊疾患病棟（入院医療t理科）  Q．00  00l  

白焼の陣書書施設事入挟基本増井定病棟  0，05  0．3t  

自陳の力‾‡l療事柄床   0，8コ  ヰ．5l  

自陳のその他の病床   0一05  0．3l   

不明  0．05  03l   

死亡退院  3．】5  2乙3‡   

含！十  14．10  1DO．【粍   

※有料老人ホ→ム等：グノレープホ【ム、ケアハウス（軽t老人ホーム）をきむ  ※有料老人ホーム等・グループホーム、ケアハウス（軽費老人ホーム）を含む  

11  12  



【全病院】  【共通病院】  

5．医療療養病棟の入院時点、退院直前の状態別患者数  5．医療療圭病棟の入院時点、退院直前の状態別患者数  

■医療療兼病棟の人尿時点の状態別100床当り新入院（転棟）息考数及び構成比【国表17】  
（n＝130、ヰ位：人、％）  

■医ま療兼病棟の入院時点の状態別1（氾床当り新入院（転機）患者数及び構成比【国表181  
（n＝22、単位：人、％）  

平成20年2月中  平成21年2月中  

入院基本料区分  新入院 患者  ≠虞比  入院基本料区分  新入院 患者  構成比   
入鹿基本料A  

入院基本料A   3．6  32．Ol   （禰瘡絆鏑実施加暮あり）  2．2  2：l．11  
入院基本料A 
； （楕膚絆ず実篤加算なし）  n  】】．4％  
入声完基本料日  

入院基本料B   3．4  29．9～   （欄瘡絆鏑実施加暮あり）  1．7  18，0書  
入院基本料B  

（禰■騨事実慮加算なし）  】．3  14．11  
入院基本料C  

全体   入院基本料C   
11．4X  

（？くIl  

入l完基本料D  

入院基本料D   0．5  l．tI   （禰鷹野庸実施加井あり）  0．4  4．7～  
入院基本料D  
（禰オ騨ず実施加暮なし）  0．l  1．6～  

入院基本料E   乙7  2▲．1l  入院基本料E   1．4  15．3～  

特別入院基本料   0．0．  0．爪  特別入院基本料   0．ロ  0．4ヽ  

合計   ‖．コ  1【旧．仇  合一十   9．3  1（旧．m   

医療区分3   3．6  32．Ol  医療区分3   3．2  34．5％  

（再掲）  4．5．  39．8～  医療区分2   4．0  43．51  
医♯区分別  
（l官糾）  3＿2  28．2l  医療区分1   2．0  21．6％  

舎   11．3  100，0■  全書十   9．3  100．01   

平成20年2月中  平成21年2月中  

入院基本料区分  新入院 患者  構成比  入院基本料区分  新入焼 ま壱  練成比   
入院基本料A  

入院基本料A   1，l  2S．■l   （禰■絆す実施加暮あり）  1．8  14．3ゝ  
入院基本料A  
（櫓膚絆ず実施加算なし）  l．4  11．1l  
入院基本料B  

入霹完基本料B   ■．6  28．ヰ■   （れ瘡騨ヰ実権加算あり）  1．8  14．2～  
入庚基本料B  
（1オ騨確実権加算なし）  l．9  15．01  

入院基本料C  
全体  
（∩＝130）  

入院基本劇C   1．丁  13．3I  

（】匿カI雌絶F一書加算なし）  ロ  †D．8～  
入院基本料D  

入院基本料D   t．2  †＋Sl   （禰瘡群書実施加工あり）  0．6  ヰ．7～  
入院基本料D  
（禰鷹絆輌菓艶加算なし）  0．5  3．8l  

入院基本料E   t2  25．淋  入院基本料E   3，0  23．5l  

特別入院基本料   8．0  8．0～  特別入疾基本料   0．0  0．1I 

合計   18．ヱ  日和．Ol  合‡†   l乙6  100．Ot   

医療区分3   4．1  25．4l  医療区分3   3．2  25．4X  

（＃縄）  6．6  41．1l  医療区分2   5，3  42．5l  
箆■区分別  
（n＝1亨？）  5．4  33．5l  医療区分1   4．0  32．01  

合計   16．2  100．Ol  含書十   12．6  100．01   

済医療区分と入l完基本料A－Eの関係  

※医療区分と入院基本料A－Eの関係  

13  14  

【共通病院】  

■医療療養病棟の退院直前の状應那00床当り退院（転機）患者数及び構成比【国表20】  
（n＝22、単位：人、％）  

【全病院】   

■医療療養病♯の壷焼直血あ戎癒即00床当り退掛転棟）患者数及び構成比【図表19】  

（n＝130、単位：人、％）  

平成20年2月中  平成21年2月中  

入院基本料区分  退院 患者  構成比  人尿基本料区分  退院 患者  用度比   

入院基本料A  

入院基本料A   4．8  40．8X   （禰鷹騨価実施加算あり）  乙6  30．4～  
入鹿基本料A  
（糟オ絆す実施加暮なし）  0．丁  8．3l  
入院基本料B  

入院基本劉8   2．S  ヱ1．6ヽ   （禍オ騨儀集線加算あ明  1．1  13，51  
入院基本料B  
（禰瘡絆す実施加井なし）  0．8  10．0羊  

入院基本料C  
全体■  
（∩＝24）  

入院基本料C   0．8  7．ヰ～  

（】既知機能陣書加算なし）  0．ね  4．81  
入院基本料D  

入院基本料D   0，9  7，6r   （禅鷹群書実施加暮あり〉  0．8  7．01  
入院基本料D  
（禰せ絆ず実蜘暮なL）  0．D  0．01 

入院基本銅E   2．7  Z3．2～  入院基本料E 乙0  23．5～  

特別入院基本料   0．0  0．01  特別入院基本料   0．0  0．Ol  

合計   tl．7  1（札0～  合計   8．ヰ  1【旧．0～   

3  28．4l  医療区分2   2．6  30．9l  

3．6  30．8鶉  医療区分1   2．6  30．4～  

11．丁  100．01  合一十   8．4  100．01   

平成20年2月中  平成21年2月申  

入院基本料区分・  退院 患者  撫成上ヒ  入院基本料区分  退l完 患者  繊戚比   

入院基本料A  

入院基本料A   4．丁  32＿1l   （禰オ騨ず実施加暮あり）  2．6  2乙2X  
入鹿基本料A  
（禰橿鮮挿実施加暮なし）  l．3  11．1l  
入院基本料巳  

入l完基本料B   乙9■  19．－l   （書膚騨躍稟施加井あり）  l．1  9．4ヽ  
入院基本料B  
（楕■辞儀実施加算なし）  1．3  11．1～  

入院基本料C  

全体  入院基本料C   t．2  10．31  

（n＝130）  

入院基本料D  

入院基本料D   ロ  7．3t   【禰瘡僻躍実施加算あり）  0．8  5．11  
入院基本料D  
（＃瘡騨鏑実施加算なし）  0．｝  乙8～  

入院基本料E   l．■  2g．8ヽ  入院基本料E   3．3  28．2ヽ  

特別入院基本料   0．8  0．肌  特別入院基本料   q．0  0．Ot  

合！十  川，8  1【X）．肪  合計   11．7  1（札Ot   

医療区分3   4．7  32．1l  医療区分3   3．9   ・33，3l  

（再掲〉  4．5  30．7蒐  医療区分2   3．5  29．9l  
医療区分別  
（n＝130）  医療区分1   5．5  37．2l‘  医療区分1   4．3  36．81  

合雷十   14．8  100．Ol  合計   11．丁  100．0書   

※医療区分と入院基本料A－Eの関係  

16   1＼5  



【全病院】  【共通病院1  

■医許療養病棟の入庚練馬別1∞床当り新入掛転棟）患者数（複数回答）【図表23］  

（n＝20、単位：人、％）  

■医療療養病棟の入院経路別100床当り新入院（転棟）患者数（複数回筈）佃表21】  

（n＝46、単位：人、％）  

平成21年2月中  

入院 患者  構成比   

他院よりの紹介   5．7  42．7％   

自院外架からの入院   2．4  17．5％   

予定入院   3．7  27．7％   

緊急入院   1．4  10．2溢   

救急車による搬送   0，3  ご0ヽ   

平成21年2月中  

入院 患者  構成比   

他院よりの紹介   6．2  50．3！i   

自院外架からの入院   3．4  27．41（   

予定入院   2．0  16．6l   

緊急入院   0．6  ヰ．6％   

救急車による搬送   0．1  1．1X   

⊥医ま療養病棟の100床当り入院基本料等算定患者数（複数回答）【国表24】  

（n＝22、単位：人）  
■医療療養病棟の100床当り入院基本胴等暮定患者数（複数回筈）【図表22】  

（∩＝103、単位：人）  

項目   患者数   

在宅患者緊急入院診療加算1   0．DO   

在宅患者緊急入院診療加算2   0．00   

乳幼児加算・幼児加算   0．00   

HIV監染着療養環境特別加算   D．0（〕   

重症皮膚潰癌管理加算   D．28   

裾瘡患者管理加算   3．7   

退院調整加算1（退院支援計画作成加算）   0．82   

退院調整加算2（退院加算）   0．53   

後期高齢者外来患者緊急入院診療加算   0．04   

項目   患者数   

在宅患者緊急入院診療加算1   0．〔旧   

在宅患者緊急入院診療加算2   0．00   

乳幼児加算・幼児加算   0．07   

HlV整染着療養環境特別加算   0．00   

重症皮膚潰瘍管理加兼   4．89   

褐瘡患者管理加曹   5．51   

退院調整加算1（退院支援計画作成加算）   1．25   

退院調整加算乏（退院加算）   088   

後期高齢者外来患者緊急入院診療加算   036   

18  1了  

「慢性期医療の診療の質の評価」～集計結果～  

日本慢性期医療協会 診療の質委員会  
委貞長   武久 洋三  
副委員長   矢野 論  

調査対象 ：日本慢性期医療協会 会員811病院  

調査対象患者：当該月の1ケ月を通して当該病棟に入院している継続患者  

調査期間 ：平成20年7月～12月（6ケ月間集計）  

1，辞そうについて  

他施設からの持ち込みも多いが、院内発生の割合も高率である。医療・介   

護両病床において、綿密な治療計画のもとで、相当数の様々なステージの術   

そう患者の治療が実施されている。包括医療のなかでも、少数であるが、ア   

ルブミン値の改善が見られた患者や3度以上の深い祷そうが治癒した患者が   

存在している。医療療養病床はもちろん、介護療養病床でも、質の高い診療   

が実践されていることがわかる。  

2．ADLについて  

医療・介護両病床とも、医療区分と要介護度により、入院判定基準がある程   

度明確化されているので、当然患者の自立度はBとCが大部分である。リハビ  

リテーションが可能な患者も約6割で、データの上から、ADLが明らかに改   

善した患者はごく少数である。治療やリハビリテーションの効果をデータとし   

て表わすのは難しいこともわかる。  

3．身体抑制について  

実際の現場では、「身体抑制ゼロ」は難しいという結果である。   

今後は、抑制を必要とした具体的な事由（患者の状態像、チューブ類の使用状   

況など）についての調査を実施して、両療養病床が、やむなく抑制をせぎるを   

得ない患者を多数入院治療しているのだという実情を提示してゆく必要があ   
る。  

4＿ 尿路感染症について   

尿路感染症の治療は、医廉療養病床では「医療区分2」に相当する。（14日間  

まで算定可能）診断基準を明確化し（「医療区分・項目の定義Jによる）、初発・  

再発に分けて集計した。治簾期間は14日以内で十分であると考えられる。介護  
療養病床でも、対象患者数は少ないが、医療療養病床と比較しても遜色のない  

内容の治療が施行されていることがわかる。  

5．経口摂取への移行について   

中心静脈栄養は「医療区分3」に相当するが、カテーテルが抜去可能になれ  

ば、当然医療区分は下がる。経消化管栄養が可能になった患者が相当数存在し  

ていることから、決して安易に漫然と中心静脈栄養が施行されているわけでは  
ないことが示唆される。   

介護療養病床でも、中心静脈栄華が施行されている。   

経菅栄養のみから経口摂取への移行可能も、高い診療の質を反映する成果で  

ある。介護、医療病床間で移行可能になった患者数に差はない。ここでも、医  

療療養病床に劣らぬ、質の高い診療を実践している介護療養病床の健剛；目立  

つ。   



慢性期医療の診療の葺の評価 6ケ月延べ集計  
1査対t 日本優任期医療協会 金一8】1病院  
蹟董期間 平成20年7月－12月  

幕揮発生時期「①持ち込み」  
合計  
人）   

1t〉61   40．0   
4TO   300   
21：I2   37．2   

回収数  

媚瘡発生時頼「を〉院内発生」  

合一†   書l合  1－1捜あたり  
平】虫ー人）   

l匿■■響■圧   

▲）   

40016   50．8   41．3   
38ち9＄   側．l   46丁   

7朋07   1（旧．0   伯○   

禰壇上寺のいるホ捜歓  
含I†  

占めるtl含化）   

892   9乙1   

6叫   7之．9   

15Cゆ   83．6   

（2）楕鷹貴慮のステージについて  

（イ）スキンケアを実施しているま寺敷  

（5）栄養状事故書を実施している患者数  

（；；宗詣；トl・柵■・介t．1…F  
00    25，0    58．0    75．0    ‖泊．0  

圧迫・ズレカの排除を  
実施している最著儀  
スキンケアを  
実施している患者数  
黛暮状惣改暮を  
実施している重曹触  

血清アルブミン牡のモニタリングを  
定期的に実施している患者徴  

そのうち、①3．叱／dl  
以下の患者数  

そのうち．②前月と比較して3．伽l〟d】以下   
から3．好dl以上へ改暮した景書数   



施しているま音数（人）  

膚が治療した患者数」  

割合   全♯  医療療暮病床  介は正暮薪床  
し11   

行っている   
は）   （揖   

了3，9   
行っていない   

丁2．1   75丁   

26．1   27．9   
合孟十   

2ヰ3   

l00．0   】00．0   1000  

割合   全体  医療覆手痛床  介護療暮病床  
‡11   住）   （l）   

立てている   7！l，7   丁8．1   息1．5   

立てていない  20．3   
食管十   

21．9   1臥5  

100．0   100、0   100，0  



3 1体抑制について  
（1）抑制量署の総数  

合‡十  
占める割含¶）   

（人）   l乙g   

介糟■’■病床   33＄8   
全体   

8．7   
853S   10，8   

身体抑制薫止の対t行▲となる具体的な行為の実施について  

（対■患者数に占める劃合）  

コ 
。，。舶．。．。  

①四肢の抑制  

②体幹部の押朝  

③ベッド♯で囲む  

④介挫衣の着用  

⑤車輪手や精子から  
立ち上がれないようにする   

捜のある塞有数  

全体  医ホ療養病床  介穫療養覇應  
行っている   

㈱  
99．5   9g．6   

†〒っていない   
9！13   

含t十   

0．5   0．4   0．7  
100．0   1（旧．0   1叩，0  



尿路感染症治療を実托した猛8故  

尿路感染症の治療を実施した病棟救  
合計  割合  
（癖】1）  lい   

561   川．0   

33：！  83   
895   223   

5 控口径敵への♯行について，  
（1）中心静脈黄玉施行 皇舌鼓  

合鱒  
【人）   

医療療暮病床  305t   7．6   
介護■賽銭圧   4Z8   1．1   
全体   3491   4．4  



【診療所：国保支払分】  

平成20年度慢性期入院医療の包括評価に関する調査  

《レセプト調査（国保支払分、診療所）集計結果》   

1レセプト調査票（国保支払分・診療所）の集計件数  

■収集レセプト件数【図表4］  

診療所（療養病床、国保支払い分）  診療所（療養病床、国保支払い分） 
レセプト件数   レセプト算定日数   

935   23，538   

※レセプト調査（国保支払分・有床診療所）では、全国の有床診療所の療養病床におけ   る入院患者の平成  

21年1月国保支払分のレセプトについて原則として1／16の無作為抽出を行い、レセプトコピーの収集を  
行った。  

2平成20年1月の医療区分別・ADL区分別患者分類（5区分）の状況  

■H20年度レセプト調査（国保支払分・診療所）2009年1月（935件）［図表5】  

医療区分1  医療区分2  医療区分3   計   

ADL区分3   8．3％   

こう2．6％   

ADL区分2   7．8％  

39．5％   

ADL区分1  11．8％   

計   47．8％   44．4％   7．8％   100．0％   

※1月分レセプトの算定実日数による構成比。   



【共通病院】  

■（参考）コスト調査対象病院の総病床規模別施設数割合 ［図表5］  

（平成20年度及び平成18年度共通10病院）  
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■（参考）コスト調査対象病院の療養病棟病床規模別施設数割合 ［図表6］  

（平成20年度及び平成18年度共通10病院）  
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療養病棟入院基本料を算定している病床数   



診調組 慢剛8  

21． 7． 8  

慢性期入院医療の包括評価調査分科会の課題等について（案）  

1．短期  

平成22年診療報酬改定に向け、既存のデータを用いて、以下の検討  

を行う。  

○患者分類の妥当性の検証  

○各医療機関における分類の適切性の検証  

○提供されている医療サービスの質の検証  

2．中・長期  

一般病床や介護保険施設等の、医療療養病床と機能が近接している  

病床等における慢性期医療について、検討を行う。  

まずは、調査対象を含めた具体的な調査内容について議論。   




